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時代に負けない

流されない
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創業から製材業を核とし「時代に負けない、流されない」　
企業づくりを目指してまいりました。
これからも、「お客様と共に発展する」という気持ちを忘れずに
お客様、社会のニーズに応えられる企業を目指してまいります。
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バン部会長　田中　俊和
日本フルハーフ㈱　代表取締役社長

　本年度より、バン部会長を務めさせていただいており
ます田中です。各会員企業の皆様には多大なるご理解
とご協力をいただき誠にありがとうございます。
　令和に入って間もなく発生し、感染拡大した新型コロ
ナウイルスの影響により、人々の行動も制限を受けて参
りましたが、秋口からようやく経済活動との両立が図ら
れるようになってきました。終息はなかなか見通せない
状況であり、予断を許しませんが、本会の活動も徐々に
通常に戻れることを期待しております。その際には、従来
の対面の会議等にすべて戻すのではなく、危機の時期
だからこそ進んだWeb会議との併用など新しい知見・技
術を生かしたものにしていきたいと考えております。
　今年度は環境問題への関心が更に高まり、地球環境
保護、カーボンニュ－トラルへの動きが不可逆的になっ
たと感じております。車体工業会においてもカーボン
ニュ－トラル専門委員会などで、現状把握、対策などに
ついて学習・意見交換を行うとともに、自動車５団体の
連携活動へ参画するなどの活動を進めております。これ
らの成果は今後車体工業会のホ－ムペ－ジへの掲載を
予定しておりますので、会員各社の参考になればと思っ
ております。

　私は令和の時代に入り、日本、日本経済の置かれた現
状がより鮮明になってきたと感じています。
　経済成長の鈍化、一人当たりGDP順位の低下に加
え、平和で豊かな時代の人口減少という人類の歴史の
中でも例を見ない状況を迎えています。さらに最近の
貿易赤字、円安傾向は、日本の産業競争力の低下を物
語っているのかもしれません。しかし、このような状況、
例えば人口の高齢化を人口オ－ナス期というマイナス
面でとらえるのか、世界の最先端にいる状況、課題先進
国としてとらえるのかでずいぶん違うと思っています。
 経済・社会が成熟し、人々が年齢を重ねても挑戦する

姿勢、変化を恐れない気持ちを保つことができれば、
DX、働き方改革、地球環境保護などの変化は、すべて
好ましい変化に感じられます。今後、自動車、トラックの
動力は現在のCO2を排出する形から、EV、FCVなどの
別の形に変わっていくと予想されます。シャシが変わ
る時、架装物も今までと違う機能、違う素材に変わる可
能性が高いと思います。人命に直結する自動車に関連
する変更は、法規制などもあり、すぐに変更できない、
してはいけないものも多くあります。これらを考えると
２０５０年のカーボンニュ－トラル、持続可能な社会を実
現するための時間は多くないと感じています。
　足元の経営環境が、原材料価格の上昇に加え、半導体
等の部品不足によりシャシの供給減、遅れにより非常に
厳しい状況となっている会員会社も多いと思います。
　このような状況が続くと将来への研究・開発意欲がそ
がれる感じもありますが、先程述べたように残された時
間は多くないと感じています。
　また、経営環境が悪いと嘆いても何も得ることはあ
りません。個々の企業でできることを積み重ねるととも
に、業界全体で取り組むことを共有し、時代の変化に積
極的に立ち向かっていくことが必要です。
　これからの社会にも絶対に不可欠な物流業界を支え
るために、車体工業会の一部会として、力を合わせ安全
で環境にやさしく、新しい時代に適合した架装物を提供
し続けていきたいと思います。だれひとり取り残さず、
未来に繋げていく道を選ぶというのは簡単な道のりで
はありませんが、この自動車業界全体のミッション達成
のためには、日本が世界の最先端にいる必要があると
思います。中小企業を含む会員企業すべての発展のた
め、全員が当事者意識をもって積極的に参画し、成果を
上げていきましょう。車体工業会においても、各部会、各
支部活動の活性化、連携強化を図ってまいりますので、
よろしくお願いいたします。

巻頭言

令和の時代に思うこと
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NEWS特集　秋季会員大会

２０２２年度秋季会員大会を開催

　車体工業会会長を務めております宮内でございます。
　会員の皆様には日頃から、当会の活動にご支援・ご協力
をいただき、誠にありがとうございます。

　新型コロナウイルス感染に伴う行動制限が解除されて
はおりますが、取り巻く環境を考慮し2022年「秋季会員大
会」は3年連続で、会場とWebとの併用開催とさせていた
だきました。
　ご案内させていただきましたところ、ご多用中にもかか
わらず、多くの皆様にご出席をいただき、開催することが
できましたことに、心より感謝申し上げます。　
　また、本年も各地で自然災害が発生いたしました。被災
された皆様に、心からお見舞い申し上げます。幸い、当会
の会員様におかれましては、甚大な被害はないと伺ってお
りますが、お困りのことがございましたら、当会事務局にご
遠慮なく、ご相談いただければと思います。

　それでは、当会の活動状況につきまして、お話しさせて
いただきますので、よろしくお願いいたします。
　まず、本年度４月から９月の当会会員の生産台数累計は、
８９万４千台、前年比90.9％となっております。そして、カー
メーカーからの委託生産車を除く、当会特有車種を見ま

■ 会長挨拶

すと、全ての車種が前年同期を下回り、６万１千台、前年比
78.9％となり、2020年比でも81.2％となりました。
　これは半導体不足、サプライチェーンの乱れによる架装
部品供給、そしてシャシの納入遅れなどによるものです。
様々な対策が講じられておりますが、年度合計で前年を上
回るのは難しいのではないかと思われます。さらに、生産
における課題といたしましては、原材料価格の高騰が深刻
であり、今後の動向に注視が必要と考えております。

　それでは、当会活動につきまして、事業計画の進捗状況
をお話しさせていただきます。
　今年度の事業計画では、昨年７月に設置いたしました
カーボンニュートラル（CN）専門委員会活動をこれまでの
4つの重点活動項目に加え、
　・ CN対応
　・ 安全対応活動の推進
　・ 環境対応自主取組みの推進
　・ 中小企業支援活動の推進
　・ 活性化活動の継続推進
の５項目について取り組んできております。

　２０２2年度秋季会員大会が、11月17日、東京會舘丸の内本舘
においてWeb併用で開催され、会場出席役員19名、Web出席
57社79回線と多くの会員が出席した。
　宮内会長からの挨拶に続いて、藤本隆宏氏による講演会

「2020年代の自動車産業～ＣＡＰ産業分析で『大きなSDG※』
の連立方程式を解く」が行われた。
※SDG : S(Sustainable)、D（Digital）、G（Global） 

宮内 会長
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NEWS特集　秋季会員大会

　第1項目の「CN対応」につきましては、2021年から
2030年の「CN推進ロードマップ」に基づき、会員の皆様に
協力いただき、取り組んでおります。勉強会につきましては、

「入門編」を５月以降、毎月開催し、これまでに113社269
名の方に受講いただき、CNへの理解を深めていただきま
した。　
　次のステップといたしまして、「実践編」では自分事とし
て行動していただくために、参考にしていただける事例の
提供を含め、会員の皆様にご協力をいただき、準備を進め
ておりますので、そちらへのご参加もよろしくお願いいた
します。CO₂排出量につきましては、会員別、エネルギー別
におきまして、2020年度比で低減してきている状況です。
なお、調査にご協力いただきました会員様には、詳細情報
も展開させていただきますので、参考にしていただければ
と思います。また、回答へのご協力につきましてあらため
てお願いいたします。

　第２項目の「安全対応活動の推進」では、法規関係対応
で、既に法制化されております後退時車両直後確認装置
R１５８につきましては、会員の皆様からいただいた新規検
査時の運用方法に関する要望や質問について、自動車技
術総合機構と調整を進めており、調整終了後、会員の皆様
へ解説書という形で展開したいと考えております。架装物
の安全点検制度につきましては、上期に2社登録をいただ
き、制度登録会社は、21社となりました。会員の皆様と、使
用者の皆様に安全・安心・信頼をお届けするため、地道では
ありますが登録会社を増やし、かつ、点検実施率の向上を
図ってまいりますので、よろしくお願いいたします。

　第３項目の「環境対応自主取組みの推進」では、環境基
準適合ラベルの取得促進を図るため、対応を見直し取り組
んでおります。また、環境規準適合ラベルを取得されてお
られる皆様には、新環境基準適合ラベルの取得に向け「エ
コアクション21」の説明会も開催いたしました。今年度に
入り、環境規準適合ラベルの取得機種は、3機種増加し、
261機種、そして、新環境基準適合ラベルの取得機種は、
13機種増加し、227機種となりました。なお、CN専門委員
会と環境委員会メンバーによる会員様への訪問支援活動
につきましては、5社計画し、10月までに2社について実施
いたしました。

　第４項目の「中小企業支援活動の推進」では、税制改正
や規制改革などの各種要望を提出し、その実現に向け関
係団体と連携した取組みを推進しております。税制改正要
望では、自動車関係諸税の負担軽減、簡素化という基本的
考え方のもと、当会特有の項目として、トレーラの環境性
能割の適用除外などにつきましては、関係団体と連携し自
動車団体の「重点要望項目」のひとつに位置付けていただ
き、取り組んでおります。コロナ禍で「管理監督者層合同研
修」は、3年ぶりに面着で実施し、参加された皆様のコミュ
ニケーションを深めることができ、「現地現物による技能系
社員研修」も3年ぶりに3箇所で実施いたしました。
　コンプライアンス優先経営活動では、リスクマネジメン
トへの対応支援として、会員相互の協調やネットワークの
活用も考慮し、当会の特徴を活かしたBCPにつきまして、
今年度中の皆様への展開に向け、取り組んでいるところで
ございます。

　最後に「活性化活動の継続推進」といたしまして、中小
会員ネットワーク強化WG活動では、2020年度に策定した

「車体業界の将来ビジョン」達成のための取組みのひとつ
として、「営業マン勉強会」を開催し、1月の発表会に向け、
委員の皆様からアドバイスをいただきながら、チーム活動
に取り組んでおります。そして、会員の皆様の生産性向上
や、省エネによるCNへの取組みの参考としていただくた
め、会員の皆様から提供いただいた、設備・治工具類の導
入、活用事例を会員の皆様に展開させていただきますの
で、ご活用ください。

　以上のように、現時点で事業計画は、概ね計画どおり進
捗していると判断しております。
　なお、今後も新型コロナウイルス影響につきましては、
引き続き留意しながら、事業計画を推進してまいりますの
で、ご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

　最後に、会員各位の益々のご発展と、ご健勝を祈念いた
しまして、開会の挨拶に代えさせていただきます。本日は、
誠にありがとうございます。
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2020年代の自動車産業
ＣＡＰ産業分析で「大きなSDG」の連立方程式を解く

　日本の「製造業」は、 20倍の対中国賃金ハンデを克服
し、多くが平成のグローバルコスト競争を乗り越え、平成
の30年間、GDPの20％超にあたる平均100～120兆円
／年を生産している。かつては1,500万人いた製造業従
事者は現在は約1,000万人と減少しているのに、生産性は
1.5倍に上昇し、製造業における1人当たりの付加価値生
産性は1,100万円／人と向上している。
　これに対して、GDPの残り80％を占める非製造業の付
加価値生産性は800万円／人と低い。非製造業の生産性
が製造業並となれば、日本のGDPは500兆円→700兆円
となることができる。
　そのためには、製造業と非製造業が知識共有する「開か
れたものづくり」（広義のものづくり）が重要になってくる。

現場の組織能力（Capability）と、現物の設計思想
（Architecture）の動態的な適合が、産業の競争力
（Performance）を高める。

　輸出可能製品を作れる企業が、まず頑張る局面である。
輸入材料費が膨大でない限り、輸出財の付加価値は大幅
に拡大することが可能である。
　日本製造業の競争環境は、①国内工場の自助努力によ
る生産性向上、②中国との賃金格差縮小、③昨今のサプラ
イチェーンの混乱による海外顧客の納期重視、④日本製
品の高品質イメージ、⑤サスティナビリティによる最適設計

（インテグラル型）物財の需要の堅調、と、平成の30年間
で長期的に改善している。
　この強い日本の製造業を強化していくことこそが重要
で、日本が出遅れている産業だからと、デジタル人材強化
に極端にシフトするのは間違っている。
　円安は歴史観を持って洞察するべきである。経済の片面
しか見ない今の円安危機論も、逆に円安しか見ていない
唐突な製造業復活論も、短期動向に振り回されている点で
は、どちらも間違っている。

Capability ： 統合型ものづくりの組織能力
　「ものづくり」とは「設計情報の良い流れ」を作ることであ
る。製品（物財・サービス）は、人工物（あらかじめ設計され
た何か）であり、媒体が有形なら製造業であり、媒体が無形
ならサービス業となる。
　「開かれたものづくり」とは、設計情報を創造し、人工物に
託して、転写し、発信し、お客様に至る流れを作り、顧客満足
と経済成果を得ることである。

　2022年11月17日、秋季会員大会（東京會舘丸の
内本舘）において、ものづくり改善ネットワーク代表
理事の藤本隆宏氏を招いて講演会をWeb併用にて
開催した。

早稲田大学研究員教授　東京大学名誉教授
ものづくり改善ネットワーク代表理事

藤本 隆宏 氏

平成の「産業30年戦争」の結果

円安局面の日本製造業

グローバル化時代の産業競争力分析
CAPアプローチ

NEWS特集　秋季会員大会

講演会を開催
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　S(Sustainable)、D（Digital）、G（Global）の 
「大きなSDG」に対応していくことが、これからの産業に
は求められていく。

Ｐerformance： 競争力とは「選ばれる力」である
　競争力は、企業の収益力、製品の表の競争力、現場の裏
の競争力、現場の組織能力の階層構造であり、その強化は、
現場力→収益力、収益力→現場力の2経路を必要とする。

①上空戦の基本
　米国が得意とするオープン・アーキテクチャのGAFA等
メガプラットフォーマに制空権を取られたが、日本企業は
むしろ、それを補完するインテグラル型の部品や設備を自
社標準で売り切る上空戦略で高利益を達成すべきだろう。
②低空の出現
　インテグラル型の高機能製品で高い顧客信頼と設置台
数シェアを獲得してきた日本企業が、顧客(アセットユーザ)
のデータを共有させてもらい、ソリューションビジネスを展
開する。従来のモノづくりの強みを生かしたコトづくりだ。
③日本の国内工場の地上戦略
　2010～2020年代に情報空間で物理空間の「流れ」をリア
ルタイムで把握できるシステム（デジタルツイン）が出現。
　「設計の比較優位論」に基づくなら、現場の作業集団の
統合型組織能力が高い日本の優良現場は、デジタルツイ
ンを活用した協働型（協調型）スマート工場を導入すること
で、インテグラル型製品の「変種変量変流」生産において、
グローバルな競争優位を維持できる可能性が高い。

　インテグラル型に近い自動車では、日本の産業競争力
は強い傾向がある。また、世界の自動車メーカーの利益率
は平均で約5%と低いが、7割を占める上位10社はすべて
50年以上の歴史があり、IT企業のように10年で入れ替わ
る事はなく、これまでは安定的であった。

　デジタル化時代に、米国メガプラットフォーマーが制空
権を握った。彼らを相手に、有利なビジネスをどう展開する
かが重要である。

　さらに、日本企業の平均組立生産性は、アジアでも世界
でもトップを走っている。円安の追い風を受け、世界中から
インテグラル型の製造を請け負える力を持っている。

Ａrchitecture： アーキテクチャーによる製品の見極め
　産業分類という固定観念にとらわれずに、現物の観察か
ら日本の産業競争力を見極めることが重要である。
　分業型の現場が多い米中は、標準部品を組み合わせて
製品（例 ： PC）を完成させる「モジュラー型」に強い。
　調整能力が高い現場が多い日本は、各部品を擦り合わ
せて最適化を図った製
品（例：高機能乗用車）
を完成させる「インテ
グラル型」に強い。
　実際に日本の輸出
比率は、自動車等イン
テグラル型に近い製品
ほど高い傾向がある。

デジタル化時代の日本のものづくり戦略

NEWS特集　秋季会員大会

（統計データ ： リーマンショック当時の調査）
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NEWS特集　講演会

講演会を開催

大型トラックの需要動向と
UDトラックスの取組みについて

　長期的には緩やかな下降傾向となっている（全需傾向
線）。リーマンショックからは上昇傾向の動きが続いていた
が、2020年度に新型コロナの感染拡大の影響により、や
や鈍くなってきている。
　しかし、営業活動を行っている中で、顧客の需要は旺盛
であり、半導体不足の影響もあり、トラックメーカーの生産
供給体制が追い付いていないのも事実である。

　大型トラックの登録台数は、対前年比で62％となり、生
産供給体制の遅れの影響が顕著に現れている。このペー
スで行くと、年度末には3～3.5万と見込まれる。

　2022年10月20日、日本自動車会館「くるまプラザ」において、UDトラッ
クス株式会社の鎌塚氏を招いて「2022年度大型トラックの需要動向とＵ
Ｄトラックスの取組みについて」のテーマで講演会をWeb併用にて開催し
た。会場参加役員６名、Web出席７８社１３３回線と多くの会員が参加した。

大型トラックの国内需要動向　～今年度～

UDトラックス株式会社
国内営業部門　車両営業本部

鎌塚 智樹 氏

■8t以上　全需&シェア推移（年度単位）　1991～2021年度

■8t以上
　全需&シェア推移（今年度累計／月毎推移）

■8t以上
　走行方式／架装仕様別内訳構成比

　下記の円グラフは、今年度の登録台数を「走行方式
別」と「架装仕様別」で分けたものである。
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より良い職場・地域のために ～働きがいのある職場・地域貢献
　①ダイバーシティ＆インクルージョンの取組み
　②地域社会への貢献
企業のより持続可能な事業のために
　①事業活動全体でＤＸを推進
　②サステナビリティ推進体制の構築
　③サプライヤーとのパートナーシップ

詳しい内容はぜひホームページをご覧ください。
https://www.udtrucks.com/japan

NEWS特集　講演会

　輸送業界の市場規模は、2019年度において約29兆円。
うちトラック運送は約19兆円となり、市場の7割を占めるト
ラックは極めて重要な位置づけとなっている。

　1990年代の規制緩和で、急激に事業者数は増加。直近
では62,000～63,000の間を維持し、新規参入事業者数
と退出事業者数が拮抗している状況が続いている。

トラック輸送業界　

ＵＤトラックスの取組み

　国内貨物の輸送機関別分担率におい
て、トンベースではトラック輸送は約38億t
となり、総輸送量の91.6％を占めている。
また、トンキロベースにおいても、海運より
も多い55.2％を占めている。

　このようなトラック業界の状況に、UDトラックス㈱では、
「Better Life」という企業理念を掲げ、下記の４つの柱を
ベースとした様々な取組みを行っている。
よりスマートな物流のために ～顧客満足度の向上
　①ドライバーの運転環境の向上　②環境負荷低減
　③稼働率の向上
よりクリーンな地球のために ～地球温暖化防止に向けて
　①事業活動に伴うCO2排出量の低減
　②製品ライフサイクルでのCO2排出量の削減
　③廃棄物削減への取組み

　燃料高騰が続き、直近１年間で軽油価格は２０円/ℓ上昇
しているが、運賃価格に反映されていない状態が続いて
いる。廃業や倒産に追い込まれる事業者も出始めている。

　安全デバイスの普及により、2022年の死亡事故件数は
８月まですべての月で前年を下回っている。車種別では、
取り回しの難しい大型トラックの比率が多い。

事業用トラック（除く軽）が第１当事者となる死亡事故件数の推移　（件）

　トラックドライバーの有効求人倍率は、
２０２１年4月時点で、1.89となり、全職種（パート含む）の平
均有効求人倍率0.95のほぼ2倍の数値となっている。
　年齢構成比では、2010年に若年層（10代～30代）が
４０％を占めていたが、２０２１年では23％まで低下、40代が
30％、50～６０代の高齢ドライバーが45％となっている。
　２０２４年からドライバーの残業時間の規制が始まり、ドラ
イバー不足はさらに加速することが予想される。

■ 市場規模と事業者数

■ ドライバー不足

■ 軽油価格

■ 交通事故

トンキロ＝トン数に輸送距離を乗じてその仕事
量をあらわした単位で、1トンのものを10キロ
メートル輸送したときは10トンキロとなる

1月 ２月 ３月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

2018 24 40 57 79 93 108 131 148 172 199 222 253

2019 13 35 57 75 85 103 124 144 171 197 223 239

2020 20 43 56 71 81 103 115 128 146 165 179 207

2021 16 30 47 63 81 93 109 124 144 168 184 200

2022 8 24 40 49 61 71 89 103 ー ー ー ー

■ 輸送量

8



NEWS特集　資材部会講演会

資材部会講演会を開催

カーボンニュートラル時代に向けた
自動車産業のビジネスモデル再構築
　2022年11月22日、東京會舘丸の内本舘において、三菱
UFJリサーチ＆コンサルティングの松島氏を招いて「カーボ
ンニュートラル時代に向けた自動車産業のビジネスモデル再
構築」のテーマで講演会をWeb併用にて開催した。会場参加
役員13名、Web出席30社49回線と多くの会員が参加した。 三菱UFJリサーチ＆コンサルティング 委嘱アドバイザー

SESSAパートナーズ チーフアドバイザー
松島 憲之 氏

　未来社会（2050年）は、エネルギー革命、情報ＡＩ革命、
金融革命など、既存のビジネスモデルが通用しないの
で、対応できるビジネスモデルへの変革を考える必要が
ある。

バックキャストとフォアキャストのハイブリッド経営思考
　SF的な未来予測から現在の一歩先を推定するバッ
クキャストと、自社でできることからボトムアップを目指
すフォアキャストの２つの経営思考を融合させ、「自社
の強みと未来予測との紐づきから実現できる未来を予
測する」。
　具体的には、未来予測と自社の強みの関連性をデータ
活用によって可視化し、自社の強みを起点にした論理的
に納得できる一歩先の将来のミッションを設定すること。

２０２０年から1920年を振り返る
　スペイン風邪が大流行し、大日本帝国が国連に加盟、
私立大学の設立認可、第一次世界大戦後の恐慌など、社
会的に大きな変化が起こった100年前の1920年代。日
本国内では、電気の普及、生活・食・文化の洋風化、映画
娯楽の誕生、自動車製造業をはじめとしたあらゆる産業
分野で変化が進み、この変化に対応できた会社の多く
が、成長を続け、現在の100年企業となっている。
　2020年代も、新型コロナウイルスの流行、情報通信
技術の進歩、ＡＩ革命、エネルギー危機、ウクライナ侵攻
など、急激に変化する環境において不確実性が拡大し、
安全保障の重要性が急上昇している。この環境変化に
対応するためには、経営資源を再結合・再構成する経
営者や組織の能力が競争力となり、デジタル化（DX）に
よって、この能力をより強化していかなくてはならない。

① 未来社会では既存のビジネスモデルが通用しない→非接
触社会への移行、地球温暖化問題、投資手法変化、事業ポー
トフォリオ再編

② 在宅勤務で拡大するもの→家庭内需要（通信設備やパソコ
ン）・家庭内時間（余暇の増加（ゲーム・趣味））・家庭での食事

③ 在宅勤務で縮小するもの→通勤需要（鉄道・バス）・通勤時間
（個人投資や副業の増加）・会社での昼食（コンビニ弁当・社
食・外食）

④ ディスタンスを保証する移動手段や仕事空間→ビジネスバ
ス、外でのビジネス個室

⑤ 危険を検知するシステム・通知するシステム・対処方法を案
内するシステム

⑥ 地球温暖化対策を行わない企業は融資対象や投資対象か
ら外れる→ESG※1投資

⑦ 地球温暖化対策の実践→再生可能エネルギーの使用によ
る生産体制・物流体制へのシフト

⑧ 地球温暖化対策のアピール→IRを強化し投資家に対策を
認知してもらわねば無意味

⑨ 無形資産が生み出す企業価値に対する評価手法の見える
化→人材・ブランド・ノウハウ

⑩ 無形資産が生み出す企業価値拡大を持続的成長の源泉に
すえる企業経営への変革

⑪ 事業ポートフォリオ再編→既存事業の実力把握、不足する
事業や技術の補完、既存事業と新事業の融合による需要創
造

⑫ 組織体制の見直し→ホールディングカンパニー化、親子上
場の解消、上場廃止

⑬ EV普及は部分最適、川上の再生可能エネルギーから末端
の最終消費までを考慮した全体最適を考えるとビジネス
チャンスが見える

⑭ TCFD※2を意識した企業経営が急速に進む→生産や物流
での温暖化ガス削減施策のための投資拡大や買収

⑮ 資金調達手法の進化と多様化→ESG投資へのアピール、ス
タートアップ企業への投資、無形資産を担保にした融資

⑯ 経営人材投資とジョブ型雇用への移行による人事制度改革

ニューノーマルで生き残るには経営思考のパラダイムシフトが必要
▶今起こっている現象から生まれる新市場創造で新100年企業へ

ニューノーマルでの産業構造変化

※1　ESG＝Environment（環境）Social（社会）Governance（ガバナンス）
※2　TCFD=Task force on Climate-related Financial Disclosures
　　　　　　（気候関連財務情報開示タスクフォース）
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NEWS特集　資材部会講演会

　「価値協創ガイダンス」とは、経済産業省が作成した企
業と投資家を繋ぐ「共通言語」であり、企業（企業経営者）に
とっては、投資家に伝えるべき情報（経営理念やビジネス
モデル、戦略、ガバナンス等）を体系的・統合的に整理し、
情報開示や投資家との対話の質を高めるための手引であ
る。ぜひ活用し、ESG視点からの資金調達を実現を目指し
てほしい。

　自動車産業は、自動車だけにしがみついていては未来はない。自社の持つ強みや資産を、電機・通信・住宅・不動産など他
産業と連携し、2030年～2050年にかけて成長が期待される分野へのビジネスモデルの変革が重要だ。

　今後の投資家や金融機関はESG視点での非財務情報
の開示を重要視するため、DXだけではなく、SX（サスティ
ナビリティ・トランスフォーメーション）、GX（グリーン・トラ
ンスフォーメーション）と一体的に取り組んでいくことが求
められる。

https://www.meti.go.jp/policy/economy/
keiei_innovation/kigyoukaikei/ESGguidance.
html

非財務情報を軸に投資家・金融機関との対話の重要性

自動車産業の構造変革予測

▶「価値協創ガイダンス2.0」を活用

社会的インパクトが重視される投資活動

非財務情報の開示

▶自動車産業はエネルギーインフラなどへ進出することで構造変化

自動車部品メーカーの新規事業領域分野として、中長期視点で環境エネルギー、ヘルスケア分野は有望な分野の１つ

ESG
カテゴリー 項目の例 各企業の

開示度合 CGC※3の取扱い範囲

ガバナンス 企業ガバナンス 〇 ガバナンスは中心的扱い

環境・気候
変動

TCFD気候関連
財務情報

プラスティック排出
△ TCFDの開示

（2022年より）

人的資本 人的資本 △ 多様性の確保に向けた人
材育成等

イノベーション 知的財産
ビジネスモデル △ 知財関連の開示（2022年

より）対応はまちまち

社会資本
顧客利益
品質管理

人権・プライバシー
〇 企業活動として

中心的扱い

※3　CGC=Corporate Governance Code（コーポレートガバナンスコード）
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カーボンニュートラル対応 第6回

NEWS特集　カーボンニュートラル対応

　カーボンニュートラル（以下CN）については、2020年10月、政府は2050年までに温室効果ガスの排出を全体として
ゼロにする、CNを目指すことを宣言した。
　当会では、CN専門委員会を立ち上げ、2021年8月27日より活動を開始した。会員の皆様からいただいたアンケー
トの結果に基づき、CNを正しく理解していただくための勉強会の開催、パンフレットの送付（その１～４）そして車体
NEWSでは2021秋号からCNの取組みを紹介している。
　第6回目の今回は、継続して実施している勉強会の実施状況、CJPT※と連携した商用車電動化WG実施状況につい
て紹介する。

※CJPT ： Commercial Japan Partnership Technologies（コマーシャル・ジャパン・パートナーシップ・テクノロジーズ）

会員アンケートで多くの要望があり、会員の
皆様のCNに対する理解を深めていただくこ
とを目的に勉強会（入門編）を継続中。

内　容 ：
・ CNとは？ ・ 車工会アンケート結果
・ CNに何故、取り組む必要があるのか？　・ CN取組みの進め方

結　果 ：
参加者アンケート結果、勉強会前後で大きく
理解度が向上

今　後 ：
 ・ 「入門編」勉強会を継続し、より多くの会員

のCN理解度向上に寄与（12月は12月20
日（火）を予定）

 ・ 会員会社社員教育に寄与
 ・ 会員要望を踏まえ、CN取組みにつなげる

レベルアップした「実践編」勉強会コンテン
ツの検討

 （11月以降開催予定）

「実践編」コンテンツ（案）
推進方法や具体的事例を習得し実践につなげていただくためのコンテンツ
を検討中。別途参加者を募集いたしますので、奮ってご参加ください。

CN勉 強 会

開催日 開催方法 講師 参加社数
第12回 2022年 11月 25日㈮ オンライン（Zoom）トヨタ自動車東日本㈱PE・環境部松井部長 8社

第11回 2022年 10月 26日㈬ オンライン（Zoom）トヨタ車体㈱プラント環境生技部カーボンニュートラル企画室杉山室長 11社

第10回 2022年 9月 26日㈪ オンライン（Zoom）日産車体㈱安全環境部薬丸部長 13社

第9回 2022年 8月 26日㈮ オンライン（Zoom）トヨタ自動車東日本㈱PE・環境部松井部長 7社

第8回 2022年 7月 22日㈮ オンライン（Zoom）日産車体㈱安全環境部薬丸部長 6社

第7回 2022年 6月 23日㈭ オンライン（Zoom）トヨタ車体㈱プラント環境生技部カーボンニュートラル企画室杉山室長 13社

第6回 2022年 5月 26日㈭ オンライン（Zoom）トヨタ自動車東日本㈱PE・環境部松井部長 3社

第5回 2022年 4月 21日㈭ オンライン（Zoom）トヨタ自動車東日本㈱PE・環境部松井部長 5社

第4回 2022年 2月 4日㈮ オンライン（Zoom）トヨタ自動車東日本㈱PE・環境部松井部長 26社

第3回 2021年 12月 20日㈪ オンライン（Zoom）日産車体㈱安全環境部薬丸部長 16社

第2回 2021年 12月 2日㈭ オンライン（Zoom）トヨタ車体㈱PE環境部エネルギー企画室杉山室長 18社

トラック部会 2021年 11月 19日㈮ オンライン（Zoom）トヨタ自動車東日本㈱PE・環境部松井部長 8社

第1回 2021年 10月 26日㈫ オンライン（Zoom）トヨタ自動車東日本㈱PE・環境部松井部長 19社

Ｎｏ コンテンツ 内容

1 CNとは（振り返り） ・国内外のCN施策状況
・自動車産業のCN動向や企業間の取引影響

2
CN推進方策（実践編）
　1）取組みの進め方
　2）具体的な取組み

・CN取組みの進め方
・具体的な取組みの進め方（フロー）、事例
　- 目標設定と低減量の把握
　- 省エネ対策やエネルギー転換の洗出し
　　 （具体的な事例紹介）
　- 再生可能エネルギー調達の検討
　- 低減対策の精査と計画のとりまとめ

3 Scope3について ・CN取組み範囲の再確認
・自社（Scope1,2）と取引先との関係

4 電動化について ・CJPTと連携した取組み
・電動供給、油圧駆動の二つのWG活動

11



NEWS特集　カーボンニュートラル対応

　5月19、20日に、CJPTによる「商用車電動化説明会」を開催し、今後の商用車電動化に向け、シャシ・架装の課題を「電
力供給WG」、「油圧駆動WG」ふたつの個別WG活動により解決を図ることがを確認され、参加要望のあった会社との間
で、8月から個別WGを実施している。

＜WG結果と今後の対応＞
　・ 4回のWGにより、共に、懸案事項の共有・確認、課題に対する取組みの方向性を合意
　・ 今後、電動車の実車検討での具体的課題対応について、引き続きCJPTとの連携、個別WG活動を継続
　・ 自工会との連携について、CJPT、車工会で論議し対応 

　迅速に、そして分かり易くCNに向けた会員の皆様の活動状況や官公庁、他団体の有益な情報を共有し、諸活動にお役
立ていただくために、「CN専用ホームページ」を、2023年1月に開設するので、ご活用ください。
＜掲載予定コンテンツ＞
　・CNの基礎知識・CO2排出量データ、削減目標・生産領域の省エネ情報（会員事例）
　・グリーンエネルギー情報・商用車電動化情報・LCA情報・官公庁情報・よくある質問／お問い合わせ

CJPTによる「商用車電動化WG」

2021年度CO2排出量

CN専用ホームページ

車工会会員の皆様へ
2021年度のCO2排出量（エネルギー使用量）調査を継続しています。
自社の現状の位置づけが明確になり、今後の目標設定活動等のベースとなる貴重なデータとなりますので、回答へのご
協力をお願いいたします。

＜電力供給WG＞

開催日 開催方法 概要 参加社数

第4回 2022年 11月 9日㈬ オンライン（Zoom） ・ アンケート結果の共有
・ 残存課題の確認

16社
（11社）

第3回 2022年 10月 6日㈭ オンライン（Zoom）
・ 通信規格
・ 電力マネジメント
・ 加温

16社
（11社）

第2回 2022年 9月 2日㈭ オンライン（Zoom） ・ 電力供給（ウイング、ＴＧＬ、冷凍機）
・ 通信

16社
（11社）

第1回 2022年 8月 4日㈭ オンライン（Zoom）
・ シャシ改造（カット、延長時の溶断溶接）
・ 架装物の締結
・ テールゲートリフタ―スペース

16社
（11社）

（　）はオブザーバー参加数
＜油圧駆動WG＞

開催日 開催方法 概要 参加社数

第4回 2022年 11月 16日㈬ オンライン（Zoom） ・ アンケート結果の共有
・ 残存課題の確認

7社
（8社）

第3回 2022年 10月 14日㈮ オンライン（Zoom）
・ e-PTO
・ 電力マネジメント
・ アフターサービス

6社
（7社）

第2回 2022年 9月 15日㈭ オンライン（Zoom） ・ e-PTO
・ 通信

7社
（7社）

第1回 2022年 8月 25日㈭ オンライン（Zoom）
・ シャシ改造（カット、延長時の溶断溶接）
・ 架装物の締結
・ アウトリガースペース

7社
（7社）

（　）はオブザーバー参加数
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NEWS特集　会員企業調査

2021年度会員企業の
売上高／従業員数調査まとめ

　毎年実施している会員原簿調査結果について本年度調査結果がまとまったの
で概要を報告する。(正会員対象に2022年7月に調査、売上高は2022年3月に最
も近い決算期、従業員数は3月末現在）

■会員会社年度別売上高推移
年度 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

調査会員数（社） 163 163 167 170 183 184 184
車体部門売上高（億円） 45,168 41,413 40,291 43,228 51,684 52,124 50,446
非量産会社総売上高（億円） 5,651 3,825 4,257 4,788 5,317 6,004 6,196

年度 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 対前年度比

調査会員数（社） 186 188 195 195 198 202 209 ―
車体部門売上高（億円） 54,437 57,166 57,927 61,087 64,457 63,136 50,285 79.6%
非量産会社総売上高（億円） 6,746 7,441 7,579 7,403 7,551 6,772 6,090 89.9%

2．従業員数
・ 車体部門の従業員総数は前年度比100.3%、内訳は正社員 同99.2%、期間工等 同104.4%
・ 非量産会社の従業員総数は前年度比99.9%、内訳は正社員 同97.6%、期間工等 同109.8%
・ 前年度に比べて、正社員は微減、期間工は増

１．売上高・生産台数について
・ 会員会社全体の車体製造に係る総売上高は、5兆285億円となり、前年度比79.6%
・ 委託量産会社を除く非量産会社の総売上高は、6,090億円となり、前年度比89.9%
・ 非量産車の生産台数は、147,065台で同90.7%と減少
　内訳では、全ての製品が減少、特にバス（大・中型）、バン、特種の減少が大きい

■従業員数

従業員数
2020年度 2021年度 前年度比

計 正社員 期間工等 期間工
等比率 計 正社員 期間工等 期間工

等比率 計 正社員 期間工等

車体部門 59,776 46,765 13,011 21.8％ 59,978 46,395 13,583 19.0％ 100.3％ 99.2％ 104.4％
非量産会社 19,675 15,940 3,735 22.6％ 19,657 15,556 4,101 20.9％ 99.9％ 97.6％ 109.8％

■従業員数推移（非量産会社）

（人）

■非量産会社総売上高・生産台数年度別推移

30
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5

0

8千

6千

4千

2千

0

5,6515,651

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 年度

3,8253,825
4,2574,257

4,7884,788 5,3175,317
6,0046,004

万台

6,1966,196
6,7466,746

7,4417,441 7,5797,579 7,4037,403 7,5517,551
6,7726,772

6,0906,090

億円総売上高

バン

特装

平ボデー
トラック※2

特種

大中型バス※1

※1
除 小型、コミューター

※2
除 シャシーメーカー
　 標準トラック

トレーラ

189,439189,439 187,469187,469 183,249183,249
162,144162,144

147,065147,065

182,291182,291178,631178,631178,592178,592
161,790161,790

142,917142,917
119,620119,620

106,238106,238100,429100,429

135,812135,812

20,000

15,000

10,000

5,000

0

期間工等人

年度

正社員

2017

18,53618,53617,25817,258 16,547 16,81716,817 16,139 17,18917,189 18,26818,268

2011 2012 2013 2014 2015 2016

14,67215,211 14,090 13,437 13,090 13,798 13,960

2,047 2,457 3,380 3,049 3,391 4,308 3,8643,864

2018

18,97418,974 19,05519,055

15,156

3,8183,818

2019

15,651

3,4043,404
19,67519,675 19,65719,657

2020 2021

15,940

3,7353,735

15,556

4,1014,101
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NEWS FLASH　本部だより

本部だより

～お困り事相談～
　環境関係、また今後のカーボンニュートラル推進に向け
困り等あれば、環境委員会事務局（TEL.03-3578-1681）
へご相談ください。

■CN専門委員会・環境委員会「CN、産廃低減 
意見交換会」を実施

　CN専門委員会及び環境委員会工場環境分科会(分科
会長・杉山透・トヨタ車体㈱プラント環境生技部カーボン
ニュートラル企画室室長)は、会員のCN（及び産業廃棄物
低減）の一助とすべく基本現地訪問による意見交換会を推
進中で、2021年度までの環境委員会の現地訪問支援に、
より会員に寄り添うCNの観点での活動を強化している。
　2022年度は、9月16日仙台鈴木自動車工業㈱（宮城
県仙台市）、10月13日自動車精工㈱（埼玉県桶川市）、11
月21日和光工業㈱（群馬県高崎市）、11月22日㈱河野ボ
デー製作所（広島県広島市）の4社を訪問。なお、Webのみ
での意見交換会を10月11日山田車体工業㈱と行ってい
る。
　仙台鈴木自動車工業㈱では、6つの社内委員会活動に
全従業員が分かれて参画し取り組む現状や電力会社の見
える化サービスを利用し、使用量を管理していることを共
有、また社員への意識付け、節電のルール化、コンプレッ
サーから電動工具への置換え等について意見交換。
　自動車精工㈱では、太陽光発電（売電）が必要電力量の
5割を占めること、エネルギー使用量の把握状況、CN推進
の現状社内体制等を共有し、見える化の重要性、他社の塗
装工程や省エネ改善事例の見学会の必要性等について意
見交換した。
　和光工業㈱では、ISO14001取得の取組みを活用した
社内マニフェストや輪番制による全員参加での環境取組
み、高崎市や関連団体とのコミュケーション強化等を共有
し、今後の化石燃料を使わないエネルギー消費のありか
た、電動工具やLED照明への切替時の工夫等につき意見
交換を行った。
　㈱河野ボデー製作所では、自社内で発生するCO2の月
毎・設備毎等での見える化、車工会の規模に応じた事例共
有、断熱材処理の再検討等、CN及び産廃低減の取組みに
つき意見交換した。
　山田車体工業㈱では、環境経営レポート作成等エコアク
ション21導入による環境改善活動の状況を共有し、CN実
現に向けた補助金・優遇税制や太陽光パネル導入の回収
の考え方等の意見交換を行った。一方、塗装設備や塗料等
の課題については、今後の対応を継続相談させていただく
こととしている。

仙台鈴木自動車工業㈱

自動車精工㈱

㈱河野ボデー製作所

山田車体工業㈱
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的な脱炭素化に向けた水素社会モデル構築実証事業とし
て2020年3月より稼働を開始している。

　本施設は、毎時1,200N㎥（定格運転時）の水素を製造
する能力を持ち、出力変動の大きい再生可能エネルギー
の電力を最大限利用可能とする電力系統の需給調整を行
うことで、クリーンで低コストな水素製造技術の確立を目
指している。また、製造された水素は、定置型燃料電池向
けの発電用途、燃料電池車や燃料電池バス向けのモビリ
ティ用途などに使用されている。

NEWS FLASH　本部だより

■環境委員会「工場見学会」を実施
　環境委員会（委員長・増井敬二・トヨタ車体㈱社長）は、
11月25日に福島県浪江町の水素エネルギー研究フィー
ルド（Fukushima Hydrogen Energy Research Field

（FH2R）を訪問した。
　FH2Rは、NEDO(国立研究開発法人新エネルギー･産
業技術総合開発機構）、東芝エネルギーシステムズ㈱、東
北電力㈱、岩谷産業㈱、旭化成㈱等による産業活動の抜本

海岸線に立地、太陽光パネルに囲まれたFH2R

水素製造装置棟（奥は貯蔵棟）

アルカリ水電解方式の水素製造装置

研究棟

研究棟プレゼンテーションルーム

■環境自主取組みのフォローアップ結果
　工場環境分科会（分科会長：杉山透・トヨタ車体㈱プラン
ト環境生技部カーボンニュートラル企画室室長）はCO2排
出量、VOC排出量の調査結果を下記の通り報告した。
１．CO2排出量
　CO2削減は2008年度から日本自動車工業会と一体と
なった活動を実施しており、経団連のカーボンニュートラ
ル行動計画と連動した2022年度調査結果（2021年度
実績）両工業会合算排出量は、2030年度目標値616万
t-CO2（1990年度比▲38％）に対して、実績520万t-CO2

（同▲47.5％）、目標比▲96万t-CO2の超過達成。
　対前年は▲2万t-CO2。内訳は電力排出係数改善▲3万
t-CO2､自助努力▲9万t-CO2、半導体調達遅延による効
率悪化等+8万t-CO2等。
＜CO2排出量推移（自工会+車工会）＞

0
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600
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90 05 10 13 15 16 17 18 19 20 21実績 30目標

(万t-CO2）

（基準年）
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522 520
616

▲47.5%

▲ 96

▲38%

２．VOC排出量
　2021年度排出量原単位は37.1g/㎡と目標（51.0g/
㎡）を達成。サブ目標である排出量も達成。各社地道な工
法改善、材料見直し等により低減。
＜VOC原単位と排出量＞
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NEWS FLASH　本部だより

■環境委員会「エコアクション２１説明会」を開催
　架装物リサイクル分科会(分科会長・新井佳和・極東開
発工業㈱技術本部営業技術部課長)は、車体工業会会員の

“環境にやさしい車体”をアピールする「環境基準適合ラ
ベル」（ホワイトラベル）と「新環境基準適合ラベル」（ゴー
ルドラベル）のより一層の取得推進に向け2020年度より
活動を強化しているが、2021年度に実施した未取得会員
向けの取得講習会に続き、エコアクション２１地域事務局東
京中央へ講師を依頼し、Web接続によるエコアクション２１
の取得説明会を9月6日・7日で2回開催した。ホワイトラベ
ルからゴールドラベルへの移行に必要な3要件（リサイク
ル可能率95％以上、重金属4物質フリー宣言、環境認証取
得）のうち、最大のハードルである環境認証取得への対応
を図る機会として、会員8社が出席した。
　エコアクション２１の概要、メリット・デメリットや、必要費
用等の情報の共有と参加会員の今後のゴールドラベルの
取得意向等を情報交換した。説明会終了後の10月初旬に
おいて、当会会員3社がエコアクション２１に新たに取り組
むこととなっている。

エコアクション２１のメリット

参加者

FH2Rと社会との関連イメージ

■環境委員会「トラック解体作業見学会並びに意
見交換会」を実施

　架装物リサイクル分科会（分科会長・新井佳和・極東開発
工業㈱技術本部営業技術部課長）では、11月10日に日本
トラックリファインパーツ協会（以下JTP）、日本自動車リ
サイクル機構（同JAERA）、及び日本自動車工業会（同自
工会）と合同で、36名（経産省2名、JTP･JAERA28名、自
工会1名、車工会5名）が参加し、2018年度以来4年ぶりと
なる解体作業見学会を、JTP代表理事会社である㈱新井
商会（兵庫県姫路市）で実施した。　
　当日は大型
重機による小
型、大型車の
バンボデーの
解体作業を見
学。迫力のあ
る大型重機の
しなやかな動きによる迅速な解体に感嘆しつつ、保冷バン
車のボデーに用いる断熱パネル材の素材毎の分解におい
て断熱材（ポリスチレンフォーム）と接着された金属の分離
作業の難しさ等を共有した。

JTP新井代表理事の開会挨拶

バンボデー解体作業

大型重機・ニブラによるバンボデー解体

　当日は車体工業会の中長期的なCN対応の1つの選択
肢としての可能性を考慮しながら、旭化成㈱、及び岩谷産
業㈱の駐在研究員の方々より説明をいただき、理解を深
めた。

化粧シートをつまんで剥がす
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　また、作業見学後の意見交換会では、グローバルな
SDGsへの貢献に向けたJTP・JAERAの取組みの再確
認の他、発泡スチロール・発泡ウレタンの処理の現状、また
当会が自工会と共同で推進する協力事業者制度の登録事
業者の地域差や現実の
対応等活発な意見交換
が行われ、互いの課題
を再認識する貴重な機
会となった。

■「現地現物による技能系社員研修」を開催
　トヨタ車体㈱の担当者が講師になり、トヨタ車体㈱グ
ローバル生産支援センターにて9月29～30日に4社4名
が参加して開催した。
　本研修では、生産現場で人材育成を担うリーダー層を
中心に作業習熟向上のための教育・指導の際、基本動作の
大切さを理解して貰うための教え方や、作業指導のための
道具等の紹介及び実作業を体験し、教わる立場に立った
教育の仕方について研修した。具体的には、塗装職種での
シーラー充填や吹付、組立職種でのボルト締付、ボデー職
種でのスポット溶接などを体験した。
　さらに、生産活動の基本である安全な職場づくりを進め
るため、安全体感教育として労働災害に関する原因を確認
し、ルールに基づき作業が行われていない場合にどのよ
うな災害が発生するのかを体感し、危険の大きさを実感し
た。具体的には、玉掛作業時の手指挟まれや接触、高所墜

NEWS FLASH　本部だより

意見交換会

自作の工具で断熱材を削ぎ落し

落時の衝撃強さ、回転体による巻込まれ、電流値の変化に
よる感電など、各々の作業における保護具の重要性や危
険性を自らの身体で体感した。
　またトヨタ車体㈱で取り組んでいる、やりにくい作業や
困っている問題を解決する「からくり改善」について、原理
である「てこ」「リンク」「斜面（重力）」「滑車」「カム」の模型に
よる構造紹介や従業員が生み出した実施事例の説明を受
けた。
　参加者からは、体験・体感することで単に机上での説明
を受けるのとは異なり、それぞれの研修内容の理解を深め
ることができ、自社への展開を図りたい、との声が多く聞
かれた。

■「現地現物による技能系社員研修」を開催
　トヨタ自動車東日本㈱の担当者が講師になり、宮城大衡
工場・トヨタ東日本学園にて11月10～11日に5社9名が
参加して開催した。
　本研修では、生産現場で人材育成を担うリーダー層を
中心に作業習熟向上のための教育・指導の際、基本動作の
大切さを理解して貰うための教え方や、作業指導のための
道具等の紹介及び実作業を体験し、教わる立場に立った教
育の仕方について研修した。具体的には、塗装職種での最
適なノズル角度等を再現した治具を使用したシーラー充
填や吹付、組立職種でのボルト締付やカンコツ作業を再現
した治具を使用してのトルク測定、ボデー職種でのアーク
溶接などを体験した。
　さらに、生産活動の基本である安全な職場づくりを進め
るため、安全体感教育として労働災害に関する原因を確認
し、ルールに基づき作業が行われていない場合にどのよ
うな災害が発生するのかを体感し、危険の大きさを実感し
た。具体的には、実際に起こった災害報告書が掲示されて
いる前で、感電・物体落下・エアシリンダー残圧・歩行時の
滑りによる転倒など、各々の作業における保護具の重要性
や危険性を自らの身体で体感した。
　またトヨタ自動車東日本㈱で取り組んでいる「からくりからくり改善

技能研修
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改善」について、「てこ」「リンク」「重量」「滑車」「カム」「ゼン
マイ」など原理を学んだあと、グループ分けして１つのテー
マに切り貼りできる段ボールなどを用い製作に取り組ん
だ。どのグループもみな初めての体験でありとまどいなが
ら実施していたが、相互のコミュニケーションをとりながら
モノづくりの楽しさを味わっていた。
　参加者からは、体験・体感することで単に机上での説明
を受けるのとは異なり、それぞれの研修内容の理解を深め
ることができ、自社への展開を図りたい、との声が多く聞
かれた。

ボルト締付体験

シーラー塗布体験
溶接職種 ： デジタルトーチによる教育訓練体感

塗装職種 ： シーリング作業訓練体感

■「現地現物による技能系社員研修」を開催
　日産車体㈱の担当者が講師になり、日産車体㈱大縄橋
研修センターにて11月14～15日に3社6名が参加して開
催した。
　初めに小型部会長を務めて頂いている同社の吉村社長
から研修の背景、目的についてお話いただくとともに、同
社の人材育成策として取り組んでいる技能競技大会、から
くり改善活動、身の回り改善活動などについて紹介いただ
き、受講者は本研修に臨む意義を確認した。続いて、同社
の現場改善研修、改善事例紹介の説明を受け、研修受講
への意識、関心を高めることができた。
　全ての仕事の基本は「安全」であり、本研修では、安全意
識の醸成に向け、労働災害事例に基づく災害の「擬似体
験」を受ける研修を「安全体感研修」として行っている。疑
似体験を通じ、日常の仕事の中での災害リスクの確認と対
策を知っていただくとともに、自らの知恵と工夫で自社でも

「擬似体験機」を制作できることも合わせて理解いただい
た。
　非量産作業において、作業習熟のための教育・指導の標
準化は容易ではないが、基本動作の大切さを理解して貰う
ための教え方や、作業指導のための道具等の紹介及び実
作業を体験し、教わる立場に立った教育の仕方について研
修した。塗装職種では、最適なノズル角度等を再現した治
具を使用したシーリング材の充填作業や塗料吹付作業等、
組立職種ではプレート組付けに伴う一連作業、ボデー職種
ではアーク溶接作業について、標準化した訓練方法に基づ
き体験し、「教える」ということについても「標準作業書」が
重要であることを理解した。
　各カリキュラムの間には、講師と受講者のコミュニケー
ション時間をとり、日常の悩み事や研修内容の質疑応答を
行った。
　参加者からは、体験・体感することで量産メーカーでの
人材育成策が非量産のものづくりにも応用できることを
理解し、自社に持ち帰る、との声が聞かれた。

■中央業務委員会「管理監督者層合同研修会」を
開催

　中央業務委員会（委員長・矢野彰一・㈱矢野特殊自動車
社長）では、10月28日に「管理・監督者層合同研修」を車体
工業会会議室で開催し、９社13名が参加した。
　本研修は、2015年度に特種部会で実施した「外部講師
による合同研修」、2017年度に特種部会と中小会員ネット
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■中小会員ネットワーク強化WG
　「訪問ヒヤリング」を実施
　中小会員NW強化WG（リーダー・矢野彰一・㈱矢野特殊
自動車社長）では、今年度第２回目の訪問ヒヤリングを１１月
８日に飛鳥車体㈱（神奈川県相模原市）、㈱相模ボデー（神
奈川県相模原市）を訪問し、工場見学及び会社の取組みに
ついて意見交換を実施した。
　飛鳥車体㈱は、飛鳥車両特装グループの一員として、主
に消防車両・救助工作車のキャブの特装・改造を手掛け、消
防車両は、全国の消防車の登録台数の約６０%に相当する
台数の納入実績を持つ。当日はキャブ改造工程の工場見
学をはじめ、業務請負会社との密な連携による製造人員確
保、営業活動に、製品カタログを活用するやり方のご紹介
等のプレゼンテー
ションと質疑応答を
行った。
　㈱相模ボデーは、
平ボデートラックの
製造を中心に、完成
車のカスタマイズ
や修理、部品製作も
行っている。また、ア
フターサービスは、
関連会社の㈱クレ
ストボデーが土日
対応し、お客様から
高い評価を得てい
ること等をお聞きし
た。工場見学では平
ボデーの製造工程
を見学した。
　２社の工場見学を
終え、参加者からは
大変参考になったと
の声が聞かれ、有意
義な訪問ヒヤリング
となった。

ワーク（以下、中小会員NW）強化
WGメンバーの希望委員会社を
対象として実施した「管理監督者
層対象のマネジメント合同研修」
のあとを受け、2018年度から、中
央業務委員会として当会中小会員

（特装・特種・トラック・バン・トレー
ラ各部会）を対象に実施している。
　PHP研究所の会場清晃氏を
講師に招き、グループ討議を中心
に、激動する社会情勢の中、より良
き職場環境を築き総合力発揮の
ために、管理職としてのキャリアを
踏まえ、基本的重要留意事項を再
確認し、各自の“マネジメント力＆
コミュニケーション力向上”のポイ
ントについて学ぶ研修となっており、参加者からは、目的で
あった「基本的なリーダーシップ教育＋コミュニケーション
能力向上」のポイントを学び、学んだことは職場で活かすこ
とができる内容が多く、大いに役立つものであったとの声
が多く聞かれた。
　コロナ禍により、2020、2021年はオンラインで実施し
たが、今年度は面着開催が実現し、同業他社の方との交
流、情報交換もより活発に行われた。
　中央業務委員会では、新型コロナウイルス感染症の状
況を踏まえながら、次年度も面着開催の方向で検討する。

NEWS FLASH　本部だより

■中小会員ネットワーク強化WG
　「営業マン勉強会」を開催
　中小会員NW強化WG（リーダー・矢野彰一・㈱矢野特殊
自動車社長）では、2020年に作成・発行した「自動車車体業
界の将来ビジョン」の達成にむけ、お客様の困り事への対
応力を高めるために営業マンの育成に取り組むこととし、
2021年から「営業マン勉強会」を実施している。
　10月27日に今年度第1回の勉強会を、中小会員NW強
化WG委員の3名（㈱相模ボデー加藤社長、名古屋ボデー
㈱近藤社長、フジタ自動車工業㈱藤田社長）をアドバイ
ザーとして迎え、12社12名が参加し、車体工業会会議室
で実施した。３チームにわかれ、アドバイザーからのアドバ
イスを受けながら、テーマに対する各社の現状把握から
開始した。今後チーム毎に「あるべき姿」「方策検討」を実施
し、1月の発表会に向けて活動を継続する。

キャブ改造工程（飛鳥車体㈱）

平ボデートラック製造工程 
(㈱相模ボデー)

PHP研究所
会場氏による研修風景

■２０２3年度税制改正に関する要望
　当会では、自動車関連税制並びに中小企業関連税制に
ついて、改正要望をまとめ、自動車会議所に提出した。自動
車会議所は、当会要望も踏まえ、関係21団体からの要望を

「2023年度税制改正に関する要望書」にとりまとめ、当要
望書を関係省や国会議員へ提出・説明するなど要望活動
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　⑥ 中小企業投資促進税制の延長
　⑦ 低公害自動車に燃料を充てんするための設備に係る

固定資産税の特例措置の拡充・延長

■自動車関係諸税の簡素化・負担軽減に関する
活動

　当会も構成会員である自動車税制改革フォーラム※で
は、新型コロナウイルス感染症の影響により、昨年と同様
に、「街頭活動」と「ユーザーの声を集める活動」は中止し、
ツイッターを活用した活動を11月～12月の2か月間実施
する。
※ 自動車関連21団体で構成され、複雑で諸外国と比較しても高

額な負担となっているわが国の自動車税制について、納税者
である自動車ユーザーの視点から問題点を明らかにし、税の
基本原則である「簡素・公平」で、「環境」に配慮し、「国際調和」に
即した税制度を目指して様々な活動を行なっている。（事務局
は日本自動車会議所）

【ツイッターを活用した活動について】
　昨年に引き続き、本年もツイッターによる投稿を実施す
る。第1回（11/4投稿）
　各社従業員等への拡散にご協力をお願いする。
●実施概要
　 ・ 11/4㈮　8:00　投稿開始
　 ・ 11月～12月の2か月間を予定
 （税制改正の議論やヒアリング、要望活動などが活

発に行われる時期）
〇投稿頻度
　 ・ 週1回　毎週金曜日の朝8:00に投稿の予定
　 ・ 状況によっては週2回の場合もあり
〇アカウント
　https://twitter.com/carta_jp

〇ツイッター趣旨
 クルマで全国をまわり、日本のクルマ社会を学んで帰っ

てきたカー太くんが、新たなモビリティ社会の実現に向
けて、クルマの税金をはじめとする課題と展望を仲間や
自動車ユーザーと考えていく。

を開始した。
　11月21日の自民党自動車議連政策懇談会による意見
交換には当会も出席し、当会の要望事項を説明した。

「2023年度税制改正に関する要望」
【重点要望項目】　太字 : 当会要望項目
●今後のモビリティ社会を見据えた税制のあり方を議論
◎ モビリティがもたらす新たな経済・社会を踏まえた税制

抜本見直し
　① 2050年CN実現のためには、自動車の枠にとどまら

ない幅広い議論が求められる。モビリティがもたらす
経済的・社会的受益者の拡がりを踏まえ、負担軽減・
簡素化を前提に、受益と負担の関係を再構築し、税体
系を抜本的に見直すべき

　② 電動化などに伴う税収減を自動車ユーザーに求める
べきではない

●過重で複雑な自動車関係諸税の負担軽減・簡素化
1．車体課税の見直し 
　① 自動車重量税の将来的な廃止を目指し､まずは｢当分

の間税率｣の廃止 

　② 電動車の早期普及と保有車全体の電動化に資する税
体系への改革

２．喫緊に対処すべき見直し 
　① 自動車重量税のエコカー減税の拡充・延長
　② 自動車税・軽自動車税のグリーン化特例の拡充・延長
　③ 自動車税・軽自動車税の環境性能割は、消費税との二

重課税であり廃止
 直ちに廃止できない場合､ＥＶ等や燃費性能に優れた

自動車を対象に広く減免措置を講じた上、今後の保
有税の抜本見直し時に廃止

　④ 動力を持たない被牽引車（トレーラー）への環境性能
割の課税は即刻廃止

3．燃料課税の見直し 
　① ガソリン税、軽油引取税に上乗せされたままの「当分

の間税率」の廃止
　② ガソリン税・石油ガス税等の Tax on Tax の解消 

●自動車関係税制に関わる要望
　① 営業用自動車の軽減措置の維持
　② バリアフリー車両に係る特例措置の延長
　③ 都道府県の条例で定める路線を運行する乗合バス車

両の取得に係る非課税措置の延長
　④ 先進安全技術を搭載したトラック・バスに係る特例措

置の拡充・延長
　⑤ 一般乗合旅客自動車運送事業における地域公共交通

再構築のための所要の措置
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部会だより

トラック部会

特種部会
中京車体工業㈱
カフェテリアでの

プレゼンテーション

中京車体工業㈱デモカー見学

中京車体工業㈱車いす移動車製造工程

㈱トヨタカスタマイジング＆
ディベロップメント
プレゼンテーション

■「第2回車両運搬車分科会/工場見学会」を実施
　車両運搬車分科会 (分科会長・細谷貞治・細谷車体工業
㈱社長)では10月28日に6社9名が参加し、アジア工業㈱

（岡山県岡山市）、工場見学及び第2回車両運搬車分科会
を実施した。
　アジア工業㈱は、2年半程前に現在の工場に移転し、岡
山駅から車で30～40分程度という立地条件である。移
転工場の建屋は、天井が高くて換気が良い、「溶接」「塗装」

「組立て」それぞれの工場と、事務所棟に分かれている。
従業員の平均年齢は若く非常に活気があり、繁忙期には
設計担当も溶接を行うなど多能工として少数精鋭で活躍
している。高いモチベーションをもった従業員や作業環境
など、会員各社にとって非常に参考となるものばかりで大
変有意義な工場見学となった。

■工場見学会を実施
　特種部会(部会長・森孝義・中京車体工業㈱社長)では１１
月３０日に２０社３１名が参加し、中京車体工業㈱（愛知県豊
明市）、㈱トヨタカスタマイジング＆ディベロップメント（愛
知県東海市）にて、工場見学を実施した。
　中京車体工業㈱は、バス車両のカスタマイズを得意とし
ており、２０２２年５月に新設した工場を見学した。真新しい
工場は、工場内のWi-fi環境の整備、全ての部品棚、工具箱
を内製で移動式にする等、アイデア、工夫にあふれた工場
で、プレゼンテーションで使用した食堂は、カフェテリア風
のおしゃれな作りで、従業員・お客様に好感を与える魅力的
なエリアであった。お客様のニーズに応える車作りを実現
するため、長年の経験、技術力を生かした板金、塗装、艤装
のそれぞれの工程を見学し、大変勉強になった。
　㈱トヨタカスタマイジング＆ディベロップメントは、２０１８
年にトヨタテクノクラフト㈱、㈱トヨタモデリスタインター
ナショナル、㈱ジェータックスの3社が統合して設立した会
社で、主に特装事業、用品事業、モータースポーツ事業を
行っている。当日は、特装事業における「高規格救急車（ハ
イメディック）」の工場を見学した。年間約500～600台を
生産する工場の無理・ムダのない、工夫された機材搬入治
具を活用した効率的なライン編成は、高品質な車作りの手
本となり、参加者にとって大変参考となった。
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　併催した車両運搬車分科会では、11月に開催予定の日
本陸送協会との合同研修会の内容について、生産台数や
安全対策など面着ならではの
活発な意見交換がなされた。

■工場見学会を実施
　トラック部会(部会長・山田
和典・山田車体工業㈱社長)で
は11月15日に23社25名が
参加し、須河車体㈱（京都府宇
治田原町）で工場見学会を開
催した。
　創業85年を迎える同社は、2021年7月に現在の新工場
に移転し、歴史を重んじながら常に新しい技術開発を意識
した企業努力をしている。当日は、ボトルカーを中心とした
その他特装車の製造ライン、塗装工程を見学した。太陽光
発電や空調システムも空気の
流れを考慮した最新の装置を
導入し環境に配慮した整理整
頓された工場で、事務所棟は
業務、設計、飲食(休憩)スペー
スはオフィスメーカーのショー
ルームのようなスペースに
なっており全社員が働きやすい環境になっている。
　ものづくりで世界一を目指
す高い意識を持った社員の働
く姿は、参加した会員に大い
に刺激を与える見学会となっ
た。

NEWS FLASH　部会だより

車両運搬車の溶接、組立工程

併催した車両運搬車分科会

須河社長ご挨拶

事務所棟前にて

見学前説明

■第3回業務委員会/
工場見学会を実施

　業務委員会(委員長・近
藤 匠・名古屋ボデー㈱社
長)では11月29日に10社
13名が参加し、丸安㈱（愛
知県みよし市）、名古屋ボ
デー㈱（愛知県名古屋市）にて工場見学を実施し、見学後
に第3回業務委員会を開催した。
　コロナ感染拡大も落ち着きを見せ始めたため、第3回
業務委員会の地方開催を業務委員長から提案され実現し
た。最初の見学先である丸安㈱では、安藤社長から企業と
しての歩みの説明を受けた後、架装工程と塗装工程を見
学した。若い人材をフルに活かして架装する姿も実際に目
にすることができて、参加者も刺激を受けた。
　一方、名古屋ボデー㈱では豊明工場を見学し、敷地を有
効活用したトレーラーハウスの事務所など新しい形に、見
学者一同興味を示した。本社工場では、『できないはいわ
ない』というホームページにある言葉通りの多品種の架装
工程を見学することができた。特に、工程管理の視える化
はこれからのメーカーに役立つ情報となった。

丸安㈱丸安㈱

丸安㈱架装工程見学

名古屋ボデー㈱豊明工場のトレーラ―ハウス事務所

管理行程説明
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■工場見学会を実施
　トレーラ部会（部会長・辻和弘・東邦車輛㈱社長）では、
11月18日、4社16名が参加し、3年ぶりとなる工場見学会
を㈱浜名ワークス（静岡県浜松市）で実施した。
　冒頭、㈱浜名ワークスの田村社長より歓迎の挨拶と会社
概要の説明を受けた後、工場内を見学した。客先それぞれ
の要望に応えるために、1台1台定置ラインで手作りされ
ており、「一台一台が自分達の作品」という言葉に、製品へ
の愛着と誇りが感じられた。また、在庫の低減のために基
本的に社外で部品を作り、工場では組み立てを主体とする
仕組みづくり等、自社能力を最大発揮するための工夫等が
紹介され、生産方式
の異なる他会員か
らの質問が相次ぎ、
活発な意見交換の
場となった。

NEWS FLASH　部会だより

㈱浜名ワークス 田村社長ご挨拶

㈱浜名ワークス工場内

外注部品受入れ場

航空自衛隊浜松基地　練習機 : T-4

戦闘機 : F-15J

救難機 : U-125A

　その後、田村社長のご紹介により航空自衛隊浜松基地
へ訪問し、練習機、戦闘機、救難機等の実機を前に、機能や
運用等の説明を受けた。一部の機体の内部に入ることが
でき、自衛隊の任務の一部を体験した。見学を通じ、日本
の空を守る航空自衛隊の重責を認識すると共に、非日常
の貴重な体験を提供していただいたことへの感謝の声が
多数あがっていた。

トレーラ部会

名古屋ボデー㈱本社工場の架装工程

　その後、第3回業務委員
会を開催し活発な意見交
換情報共有をすることが
できた。

第3回業務委員会会
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NEWS FLASH　部会だより

バス部会

小型部会

工場見学風景

会社紹介風景

■工場見学会を実施
　小型部会（部会長・吉村東彦・日産車体㈱社長）は、11月
7日に3社13名が参加し、岐阜車体工業㈱（岐阜県各務原
市）の工場を見学した。
　岐阜車体工業㈱では、ハイエース、コースターなどを生産
しており、当日はハイエースの組立と検査工程を見学した。
　検査工程では、塗面検査のスキルアップのために動体
視力を鍛える活動と並行して疲労軽減のための作業編成
を行い品質向上に取り組んでいる。
　組立工程では、工程入口に「健康管理コーナー」が設けら
れており、自由に「体組成」「血圧」「血管年齢」を測定できる
ようにし、70歳まで働ける身体つくりを目指している。また

「マルチプレイヤーメダリスト制度」を設けての多能工化
への取組み、現場の人が3Dプリンターを自ら設計、製作し
ポカ除け治具などの改善活動、台車に管理者の名前を貼り
台車メンテの責任を持たせるなど、「モチベーションアップ」、

「自ら実行する」「人を大事にする」姿勢が随所に見られた。

■塗装技術者向け勉強会を開催
  

　塗装デザイン研究会（委員長・手塚学・ジェイ・バス㈱製造
部管理課課長）は、１１月１５日に日本ペイント㈱東京研修セ
ンター（東京都品川区）において「塗装技術者向け勉強会」
を開催した。
　本勉強会は少量多品種の塗装をしている会員に役立つ
情報を提供する場として、２００９年から実施しており、バス
部会以外からの会員も含め、１５社１５名が参加した。
　日本ペイント㈱の担当者が講師になり、「自動車補修塗
装の基礎的な下地処理、上塗り、磨き」について座学及び実
習見学を通して学んだ。座学では、色には明度があり明度
が近い下塗り/上塗り塗料を選択することで効率的に高い
仕上がりになることの説明を受けた。実習見学では、①損
傷確認～プラサフ塗装、②プラサフ研磨～上塗り工程、③
ボカシ塗装、④磨きの流れで見学したが、塗装場所の気温
等の環境条件に合わせた材料の選定や研磨時の道具の選
択の重要性について学んだ。また自社での塗装の課題を
写真に収め、講師にアドバイスをもらっている受講者もお
り、この勉強会を有効に活用していた。

地対空誘導弾ミサイル : ペトリオット

　塗装で起こりやすい不具合事例（はじき・ゴミブツ・タレ
等）の原因と注意事項などについて現物による説明を受け
たことで、参加者の現場での直結した課題の技術情報を得
ることができ、大変有意義な勉強会であった。
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NEWS FLASH　支部だより

中部支部

九州支部

■秋季研修会を実施
　中部支部（支部長・景井啓之㈱東海特装車社長）は、１０月
１４日～１５日、支部会員１０社１２名が参加し、日本のめがね
フレームの９５％以上を生産する福井県鯖江市にある、めが
ね工場サン・オプチカル㈱及び、めがねミュージアムで研修
会を実施した。伝統的な最高峰のめがね造りを見学するこ
とができ、日本の丁寧なもの造り、品質へのこだわりなどあ
らためて多くを学ぶことができ感銘を受けた。
　翌日は世紀の大事業、黒部ダムを見学し、晴天と紅葉に
恵まれ、堂々たる偉業に我
が国の建設技術の高さと
先人の困難へ果敢に立ち
向かったスピリッツに思い
を馳せることができた。

■支部秋季研修会を開催
　九州支部（支部長・矢野彰一・㈱矢野特殊自動車社長）で
は、10月12日から13日で20社24名が参加し、㈱アルナ矢
野特車（滋賀県米原市）で「秋季研修会」を開催した。
　コロナの影響で３年ぶりに開催した。㈱アルナ矢野特車は
大型中型の高品質な冷蔵・冷凍車を中心に製造しており、ア
ルミやFRPのサンドイッチパネルの製作、組立、検査などの
工程を見学した。参加者一同、細かい部分の丁寧な手作業
などの技術力の高さが、今後の自社の製品製作の参考とな
り、知見を高めることができた。また、会員相互の親交を深
める大変有意義な研修会となった。

東北支部
■研修会を開催
　東北支部（支部長・鈴木勇人・仙台鈴木自動車工業㈱社
長）では、11月18日、15社25名参加し、トヨタ自動車東日
本㈱宮城大衡工場（宮城県大衡町）で研修会を実施した。
　研修会の第一部では、CNについて勉強会を行い、実際に
トヨタ自動車東日本で取り組まれている事例を見学した。第
二部では、製造ラインの組立工程や完成検査工程、自動溶接
ロボット工程などを見学し、社員が作業効率の改善のために
開発した「からくり」につい
て説明を受けた。ラインで
作業してる方々のスピード
の早さに多くの参加者が
感銘していた。

支部だより

北海道支部
■合同部会を開催
　北海道支部（支部長・鎌田直
樹・北海道車体㈱常務取締役）
では、９月１５日『合同部会』を札
幌市内のホテルにて開催した。
　会議では
１. 鎌田支部長より開催の挨拶
２. 各部会長より部会報告
　₁ トラックバン部会の福島部会長（北海道車体㈱・取締

役設計部長）
　₂ 特装部会の三浦部会長（新明和工業㈱・営業部長）
　₃ トレーラ部会の池添部会長（日本トレクス㈱・北海道

支店長）
　₄ 資材部会の深倉部会長（日本ボデーパーツ工業㈱・執

行役員支店長）の４名の部会長より各部会の活動報告
及び受注状況の報告がされた。

３. 各会員からの近況報告がされた、中でも新しく担当にな
られた振興自動車㈱の池垣社長・日本フルハーフ㈱陶
山支店長より自己紹介を兼ねて挨拶があった。また、竹
花副支部長より以前から問題になっていたトラックのリ
ヤフォグランプの新規取り付けの場合の注意点等の話
があった。

懇談会の様子

　第三部では、宮内会長にも参加いただき、会員との意見
交換会を行った。限られた時間の中で有意義な情報交換
ができた。
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NEWS FLASH　官公庁だより

「道路運送車両法施行規則第36条第5項、第6
項及び第7項の書面について（依命通達）」

 の一部改正について
国土交通省

【改正概要】
⑴ 「装置型式指定実施要領」の一部改正
　① 以下の協定規則の改訂に伴い、装置型式指定基準に

おいて直接引用している協定規則番号の改正を行
う。
・ 「制動装置」に係る協定規則（第13号）
・ 「後写鏡」に係る協定規則（第46号） 
・ 「軽・中量車の世界統一排出ガス測定法」に係る協定

規則（第154号） 
　② COPステートメントの発行かかる行政事務について、

１９５８年協定細目１に基づき手続きを行うことを規定
する。

　③ 装置型式指定（一酸化炭素等発散防止装置）取得時
の長距離耐久試験に係る提出書面等の改正を行う。

⑵ 「型式認証実施要領」の一部改正
　①長距離耐久試験に係る提出書面等の改正を行う。 
　② 協定規則第51号のフェーズ３の適用に伴い、諸元表

記載要領の改正を行う。
⑶ 「共通構造部型式指定実施要領」、「多仕様自動車型式

指定実施要領」及び「輸入自動車特別取扱制度」の一部
改正

　① 協定規則第51号のフェーズ３の適用に伴い、諸元表
記載要領の改正を行う。

⑷ その他所要の改正を行う。

「装置型式指定実施要領について（依命通達）」
等 の一部改正について（依命通達）

国土交通省官公庁だより

「道路運送車両の保安基準第二章及び第三章の規
定の適用関係の整理のため必要な事項を定める告
示の規定に基づく国土交通大臣が定める自動車等

について（依命通達）」の一部改正について
国土交通省

「道路運送車両の保安基準の細目を定める告示（平
成14年国土交通省告示第619号）別添41に規定す
る「シャシダイナモメータによる試験」の取扱いに

ついて」の廃止について
国土交通省

【改正概要】
⑴ 装置型式指定規則の一部改正
 協定規則第13号等の改訂に伴い、規則番号について変

更を行うほか、所要の改正を行う。
⑵ 道路運送車両の保安基準の細目を定める告示の一部

改正
 以下の改正を行うほか、所要の改正を行う。
　① ガソリンを燃料とする直接噴射式の原動機を有する

車両総重量3.5トン以下の自動車及び軽油を燃料と
する車両総重量3.5トン以下の自動車について、粒子
数※（PN ： Particle Number）の規制値を適用する。

 ※排出ガス中に含まれる粒子状物質の数
　② 専ら乗用の用に供する自動車であって乗車定員10人

以上のもの及び貨物の運送の用に供する自動車（二
輪自動車、側車付二輪自動車、三輪自動車、カタピラ
及びそりを有する軽自動車並びに被牽引自動車を除
く）に備えられた電動パーキングブレーキについて、
自動作動要件を追加する。

⑶ 道路運送車両の保安基準第二章及び第三章の規定の
適用関係の整理のため必要な事項を定める告示（平成
15年国土交通省告示第1318号）の一部改正

 ⑵①の改正については、ディーゼル車であれば2023年
(令和５)年10月（予定）より基準適用とするほか、所要の
改正を行う。  

⑷ その他の関係告示の一部改正
 上記のほか、関係する告示の規定について所要の改正

を行う。

【改正概要】
　「道路運送車両法施行規則第36条第5項、第６項及び第
７項の書面について（依命通達）」1991年（平成3）年6月
28日付け、地自技第156号） の一部改正を行う。

【改正概要】
　道路運送車両の保安基準の細目を定める告示等の一
部を改正する告示2022年((令和4年)国土交通省告示第
1040号）の施行に伴い、2022年(令和４)年10月８日を
もって「シャシダイナモメータによる試験」の取扱いにつ
いて」2022年((令和４年)１月７日国自基第８１号）は廃止す
る。
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NEWS FLASH　官公庁だより

【改正概要】
１．「審査事務規程」2016年(4月1日規程第2号）別添1（試

験規程（TRIAS））の新規追加及び一部改正を行う。
⑴ 細目告示に新たに採択された協定規則等に対応した
TRIASの新規追加（7項目）

審査事務規程45次改正（交通研分）
自動車技術総合機構

審査事務規程46次改正（検査部分）
自動車技術総合機構

【改正概要】
⑴ 自動車の検査等関係 
　① 道路運送車両の保安基準（昭和26年運輸省令第67 

号）及び道路運送車両の保安基準の細目を定める告示
（平成14年国土交通省告示第619号）等の一部改正
に伴う改正
○ 圧縮天然ガス及び液化天然ガスを燃料とする、乗

車定員10人以上の乗用自動車及び車両総重量
3.5tを超える貨物自動車には、協定規則で定める
ラベルを車体の指定された箇所に貼付しなければ
ならないものとして、対象となる自動車及び審査

　① TRIAS 08-J125-01 車載式燃料・電力消費等測定
装置(OBFCM)の試験

　② TRIAS 08-J041(3)-01 電気重量車電力消費率試験
（JH25モード）

　③ TRIAS 08-J041(4)-01電気式プラグインハイブ
リッド重量車燃料消費率及び電力消費率試験（JH25 
モード）

　④ TRIAS 08-J041(5)-01 燃料電池重量車燃料消費
率試験（JH25 モード）

　⑤ TRIAS 11(2)-R161-01 施錠装置試験（協定規則第
161号）

　⑥ TRIAS 11(2)-R162—01 イモビライザ試験（協定
規則第162号）

　⑦ TRIAS 43(5)-R163-01 盗難発生警報装置試験（協
定規則第163号）

⑵ 細目告示に既に採用されている協定規則の改訂に伴う
一部改正（１6項目）

　① TRIAS 08-001-01 燃料消費率試験（JC08モード）
　② TRIAS 11-R079-04 かじ取装置試験（協定規則第

79号）
　③ TRIAS 12-R078-04 二輪車等の制動装置試験（協

定規則第78号）
　④TRIAS 12-R152-02 乗用車等の衝突被害軽減制

動制御装置試験（協定規則第152号）
　⑤ TRIAS 21-R125-02 直接前方視界試験（協定規則

第125号）
　⑥ TRIAS 31-J042R154-02 軽・中量車排出ガス試験

（協定規則第154号）
　⑦ TRIAS 32-R053-01 二輪自動車等の灯火器及び

反射器並びに指示装置の取付装置試験（協定規則第
53号）

　⑧ TRIAS 32-R149-01 照射灯火試験（協定規則第
149号（前照灯））

　⑨ TRIAS 33-R149-01 照射灯火試験（協定規則第
149号（前部霧灯））

　⑩ TRIAS 33(3)-R148-01 信号灯火試験（協定規則第

148号（低速走行時側方照射灯））
　⑪ TRIAS 34(3)-R148-01 信号灯火試験（協定規則第

148号（昼間走行灯））
　⑫ TRIAS 36-R148-01 信号灯火試験（協定規則第

148号（番号灯））
　⑬TRIAS 43(9)-R151-02 側方衝突警報装置試験（協

定規則第151号）
　⑭ TRIAS 44-R046(1)-01 後写鏡等試験(協定規則第

46号)
　⑮ TRIAS 44-R046(1-2)-01　後写鏡等試験 ミラー

以外の間接視界装置(協定規則第46号)
　⑯ TRIAS 44-R046(2)-02 後写鏡等及び後写鏡等取

付装置試験（協定規則第46号）
⑶ 付表等について修正および項目の追加（6項目）
　① TRIAS 08-J041(2)-01 電気式ハイブリッド重量車

燃料消費率試験（JH25モード）
　② TRIAS 09-R141-02 タイヤ空気圧監視装置試験

（協定規則第141号）
　③ TRIAS 12-R013H-03 乗用車の制動装置試験（協

定規則第13H号）
　④ TRIAS 12-R139-02 ブレーキアシストシステム試験

（協定規則第139号）
　⑤ TRIAS 12-R140-02 横滑り防止装置試験（協定規

則第140号）
　⑥ TRIAS 43(7)-R138-02 車両接近通報装置試験（協

定規則第138号）
２．別表2（外国の試験機関）について、試験項目の追加に

伴い、所要の改正を行う。
３．その他、項ずれによる修正等所要の改正を行う。
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について、従来、下請代金支払遅延等防止法（以下「下請
法」という。）の迅速かつ効果的な運用、違反行為の未然防
止、下請中小企業振興法に基づく振興基準の遵守の指導
等を通じ、その推進を図ってきている。（※2022年1月に
下請法の運用基準を改正済、同年7月に振興基準を大幅
に改正済）特に、毎年11月を「下請取引適正化推進月間」と
し、この期間に下請法の普及・啓発事業を集中的に行うこ
ととしており、本年度の下請取引適正化推進月間において
は以下の事業を行う。
１．下請取引適正化推進講習会等の実施
　全国の下請取引を行う事業者を対象に、下請法及び下
請中小企業振興法の趣旨・内容を周知徹底するために下
請取引適正化推進講習会等及び下請取引適正化シンポジ
ウムを開催する。
　⑴ 公正取引委員会は公正取引委員会ウェブサイトを通

じ、下請法に関する考え方等を分かりやすく示した動
画を配信する。

　⑵ 中小企業庁は適正取引支援サイトを通じ、下請法につ
いて、分かりやすく解説するe-learning及びオンライ
ン講習会並びに下請取引適正化推進シンポジウムを
実施する。

２．各種媒体による広報
　公正取引委員会及び中小企業庁からのニュースリリー
ス、ホームページでの公表内容をソースとした新聞、雑誌、
インターネット及び機関誌（都道府県、業界団体等）等での
記事掲載を通じ、全国的に下請取引の適正化に関する普
及・啓発を行う。
３．ポスターの掲示
　公正取引委員会、都道府県、中小企業関係団体、事業者
団体等の施設にポスターを掲示することにより、下請取引
の適正化に関する普及・啓発を行う。
４． 価格交渉促進月間（2022年3月）フォローアップ調査結

果の展開
　原材料費高騰の状況を踏まえ中小企業が適切に価格転
嫁をしやすい環境つくりへの働きかけを行った結果のアン
ケート調査をまとめた。

【公表日】　2022年10月5日
＜詳しくは以下を参照＞
https://www.meti.go.jp/press/2022/10/
20221005003/20221005003.html

NEWS FLASH　官公庁だより

冬季の省エネルギーの取組みについて
経済産業省

11月は「下請取引適正化推進月間」です！
中小企業庁・公正取引委員会

　2022年度冬季は電力需給が厳しい状況にあり、「2022
年度冬季の電力需給対策」（2022年11月1日「電力需給に
関する検討会合」）においても、無理のない範囲での節電
の協力を呼び掛けていくとともに、省エネルギー・節電の
取組を進めていくこととなった。ついては、より高効率な設
備・機器の導入、ディマンドレスポンス契約の活用、電力需
給ひっ迫時の連絡体制や節電対応の準備を進めるなど、こ
れまで以上に省エネルギー・節電の取組の推進に一層の
努力をお願いする。
＜詳しくは、以下を参照＞
https://www.meti.go.jp/press/2022/11/
20221101001/20221101001.html

　公正取引委員会及び中小企業庁は、下請取引の適正化

方法を規定。［7-25、8-25］
○ 乗車定員10人未満の乗用車の前面ガラス等に投

影される、運転者の認知を支援するための視界ア
シスタント（FVA：Field of Vision Assistant）
情報について、審査方法を規定。［6-41、7-41、
8-41］

○ ガソリンを燃料とする直接噴射式の原動機を有
する車両総重量3.5t以下の自動車及び軽油を燃
料とする車両総重量3.5t以下の自動車は、粒子数

（PN：Particle Number）の規制値に適合する必
要があることを規定。［6-58、7-58］

○ 乗車定員10人未満の乗用車及び車両総重量3.5 
トン以下の貨物自動車に搭載される事故情報計
測・記録装置（EDR：Event Data Recorder）につ
いて、作動状態を記録する装置の審査方法を規定。

［6-110 の2、7-110 の2、8-110 の2］
　② 貨物自動車の用途の判定について、「自動車の用途等

の区分について1960年((昭和35年)9月6日付け自
車第452号）」に係る審査方法を明確化。[4-17]

　③ その他、審査方法の明確化、書きぶりの適正化等の所
要の改正を行う。

⑵ 自動車の型式の指定等関係
 今回は該当なし

28





NEWS FLASH　会員情報

 会 員 情 報
■ 入　会 正会員 ㈱三協メカニック　代表取締役　中尾　龍吾
　　　　　  〒485-0825 愛知県小牧市大字下末字狩山戸1648-1　TEL ： 0568-74-4360
　　　　　  【主要製品】 道路舗装車　　【所属部会】　特装部会

  菱重コールドチェーン㈱　代表取締役　石井　一男
　　　　　  〒101-0047 東京都千代田区内神田1-5-4　TEL ： 03-5259-2051
　　　　　  【主要製品】 軽冷凍冷蔵車　【所属部会】　バン部会

 準会員 澤藤電機㈱ 代表取締役社長　井上　雅央
　　　　　  〒370-0344 群馬県太田市新田早川町3　TEL ： 0276-56-7111
　　　　　  【業務内容】 テールゲートリフタ及びウィング用油圧機器の構成部品である
   DCモータ及びリレー
  【所属部会】 資材部会

■ 退　会 正会員 ㈲沼野塗装工業所

■ 経営統合による 準会員 ㈱菱和　→ メルコモビリティーソリューションズ㈱
　 社名・代表者変更   代表取締役 取締役社長　青木　泰男 

■ 代表者変更 正会員 ㈱協伸製作所 代表取締役　木村　心

■ 本社移転 正会員 関東工業㈱
  〒153-0061 東京都目黒区中目黒 3-5-5　（ＴＥＬは変更ありません）
 準会員 ビーワイディージャパン㈱
  〒221-0056 神奈川県横浜市神奈川区金港町1-7　（ＴＥＬは変更ありません）

　重藤勉氏(トヨタ車体㈱)は、板金工程で試作車製
作に従事。打出し、絞り、曲げ、溶接等の各種技能を使
いこなし、設計要求値±0.1mm以内の部品を作る際
にも、その精度を0.01mm以内に収められる高い技
能を有し、様々な試作車両を完成に導いた。更に能率
向上に繋がる新工法や組付設備の新機構などの提案
を次々に行い、改善を主導して会社に多大な貢献を
した。
　同時に優れた指導力を発揮して後進育成を行い、
多数の国家技能検定合格者を育てるなど技能伝承
の面でも活躍していたことが評価され黄綬褒章を受
章された。
　心よりお慶び申し上げます。

黄綬褒章受章

左から２番目が重藤氏
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9月
1日 第2回広報委員会（Web会議） ① 事業計画進捗の確認と論議

② 車体ニュース冬号の校正と春号の企画論議

2日 トラック部会／業務委員会
（当会会議室+Web会議）

① 困りごとアンケートによる2023年度テーマを確認
② 第3回業務委員会開催の検討

6日
中央技術委員会／
CS/SU＆コネクテッド検討WG

（Web会議）

① サイバーセキュリティ規格ISO/SAE21434に準拠したリスク評価実施への
対応検討

② ガイドライン構成案について意見交換を実施
6日～

7日
環境委員会／架装物リサイクル分科会

（当会会議室+Web会議）
新環境基準適合ラベル(ゴールドラベル)取得要件である
第三者認証取得のための「エコアクション２１説明会」 を実施

7日

中小会員ネットワーク強化WG
（Web会議）

① 事業計画進捗の確認と論議
② 営業マン勉強会の進め方論議

バス部会／技術委員会
塗装デザイン研究会（Web会議） バス車体用塗色見本帳改訂版内容の確認

8日 バン部会／業務委員会
（当会会議室+Web会議）

① 登録台数の報告
② 2023年度テーマを提案

14日
トレーラ部会／業務委員会（Web会議） ① 各トラック協会講演結果報告（福井・福岡・高知・旭川・秋田・東京）

② 業務委員会委員役割分担検討

バス部会／技術委員会（Web会議） ① JABIA規格２件（バス用座席、バス用LED照明）の改正内容の最終確認
② 協定規則、法改正動向の意見交換

15日

環境委員会／架装物リサイクル分科会
（当会会議室+Web会議）

① 第2回環境委員会進め方討議
② 環境ラベルアンケート結果に基づく2022年度取得推進進め方討議
③ 重金属4物質フリー宣言2022年度調査結果共有

中央技術委員会／臨時CS/SU＆コネ
クテッド検討WG（Web会議）

サイバーセキュリティ規格ISO/SAE21434に準拠したリスク評価実施への進
め方確認

16日

CN専門委員会・環境委員会／
工場環境分科会（宮城） CN、産廃低減支援・現地意見交換会 （仙台鈴木自動車工業㈱）

特種部会／合同委員会（Web会議）
① 事業計画進捗の確認と論議
② 車体ニュース冬号表紙写真掲載車両の論議・決定
③ 第2回工場見学会の日程、場所の論議・決定

トレーラ部会／
製品安全委員会（Web会議）

① 分解整備記録簿アンケート結果の共有と対応策検討
② 純正部品使用訴求広告継続の是非検討

20日

特装部会／
サービス委員会（Web会議）

① メンテナンスニュースNo.54配布報告
② メンテナンスニュースNo.55の内容確認

バス部会／技術委員会
塗装デザイン研究会（Web会議） バス車体用塗色見本帳改訂版内容の確認

21日

中央技術委員会／
点検整備推進分科会（Web会議）

① 架装物の安全点検制度運用状況の確認
② 点検啓発用チラシ構想の方向性合意

環境委員会／
工場環境分科会（Web会議）

① 第2回環境委員会進め方討議
② CN、産廃低減支援 現地意見交換会 進め方・役割分担討議

第1回支部連絡会（Web会議） ① 支部事業活動の共有と良いとこどり活動について論議
② 車体業界の動き及び地域特有情報の共有

特装部会／技術委員会（Web会議） ① 2022年度事業計画の進捗と課題対応について意見交換
② 技術発表会テーマ確認

22日

経団連／
モビリティ委員会(東京＋Web会議) モビリティを軸とした成長ビジョンについて意見交換

特装部会／業務委員会(Web会議） ① 事業計画上半期報告内容確認
② 工場見学会について日程及び場所の確認

22日 資材部会／役員会
（くるまプラザ会議室+Web会議） ２０２2年度上期事業報告・２０２２年度下期事業計画（案）の審議等

26日 第10回CN勉強会(Web会議)
13社27名を対象に以下勉強会を開催(講師 : 日産車体㈱薬丸部長)
① CNとは？　② アンケート結果
③ CNになぜ取り組む必要があるのか？　④ CN取組みの進め方

NEWS FLASH　月度活動状況

月度活動状況

▶Ｐ.16

▶Ｐ.14

▶Ｐ.11
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NEWS FLASH　月度活動状況

27日

中央技術委員会／
CS/SU＆コネクテッド検討WG

（Web会議）

① サイバーセキュリティ規格ISO/SAE21434に準拠したリスク評価分析結果
の共有

② ガイドラインの構成アウトライン確認

第14回CN専門委員会（Web会議）

① 進捗確認　　② CN勉強会　実施状況　
③ CO2排出量 2022年度（2021年度実績）調査状況
④ 商用車電動化に関する
⑤ CJPTとの連携活動状況（電力供給WG、油圧駆動WG）
⑥ CN専用HP制作進捗　⑦ 9/22 経団連「モビリティ委員会」

28日
第2回中央技術委員会（Web会議） ① 2022年度事業計画の進捗と課題対応について意見交換

② 技術発表会テーマ決定

トレーラ部会／サービス委員会
（当会会議室+Web会議）

① 2022年度トレーラ部会工場見学会進め方討議
② 点検整備の手引き改訂確認作業

29日 トレーラ部会／技術委員会
(当会会議室+Web会議）

① CS/SUトレーラ適用除外要望：欧州の状況踏えた提案検討
② JASIC関連情報共有（衝撃吸収・自動運転・灯火器）

29日～
30日 現地現物による技能系社員研修（愛知） トヨタ車体㈱講師による技能系社員研修実施

10月
3日 バス部会／業務委員会（Web会議） バス市場情報の共有

4日 第2回環境委員会（Web会議） ① 環境ラベル取得推進 2022年度アンケート踏まえた進め方審議
② CN、産廃低減支援 現地意見交換会報告

7日 第2回中央業務委員会
(当会会議室＋Web会議）

① 事業計画進捗の確認と論議
② 働き方改革アンケート結果の共有とサポート内容の論議・決定
③ BCPの進め方論議・決定

１１日

中央技術委員会／
突入防止装置技術委員会（Web会議） 次年度計画の新JABIAリベット運用調査方法検討

CN専門委員会・環境委員会／
工場環境分科会（Web会議） CN、産廃低減支援・意見交換会（山田車体工業㈱）

特装部会／
ミキサ車技術分科会（Web会議）

① 2022年度事業計画の進捗と課題対応について意見交換
② 新型ドラム型式申請１件に対して審議し適合と判断

トラック部会／部会会議（Web会議） ① 事業計画上半期報告
② CNについて意見交換

12日 バス部会／技術委員会（Web会議） ① 協定規則、法改正の動向について意見交換
② 次年度調査研究テーマについて意見交換

13日

CN専門委員会・環境委員会／
工場環境分科会（埼玉） CN、産廃低減支援・現地意見交換会（自動車精工㈱）

特装部会／
塵芥車技術分科会（Web会議）

① 2022年度事業計画の進捗と課題対応について意見交換
② JABIA規格（塵芥車の製作基準）改正内容の意見交換

バン部会／
技術委員会（Web会議）

① 安全輸送ニュースNo.6原稿日冷工に最終確認
② No.プレート取付基準最終確認

14日

特装部会／
ローリ技術分科会（Web会議）

① 2022年度事業計画の進捗と課題対応について意見交換
② 共通課題（シャシ延長、タンク耐用年数）の共有

トラック部会／技術委員会（Web会議） ① 平ボデー安全対策のレイアウト内容を確認し次回最終確認
② 重機運搬車の点検制度登録会員数の増加を部会に働きかけ

18日 中央技術委員会／
後退時警報検討WG（Web会議）

① JASIC後退警報国内採用WG内容の共有
② 今後の対応について確認

18日

特装部会／クレーン技術分科会
（当会会議室+Web会議）

① 2022年度事業計画の進捗と課題対応について意見交換
②ものづくり研究としての工場見学先意見交換

トレーラ部会／業務委員会（Web会議） ① 各トラック協会講演結果報告（富山･香川）
② 2023年度トレーラ講習資料修正方向検討

▶Ｐ.14

▶Ｐ.14

▶Ｐ.17

▶Ｐ.11
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20日

常任委員会（当会会議室+Web会議）
① 2022年度 理事会メンバー見学会論議、確認
② 車工会活動の活性化に向けた取組み（案）論議
③ 2023年度予算（案）論議

第268回理事会
（当会会議室+Web会議）

① 審議事項
 第1号議案 新入会員に関する件
② 報告事項
  1) 経団連「モビリティ委員会」報告
  2) CNの取組み状況
  3) 2022年度事業計画 本部・部会・支部別2/4期実績まとめ
  4) 2022年度2/4期 収支実績まとめ
  5) CO２・VOC排出量フォローアップ結果 
  6) 2021年度会員企業の売上高/従業員数まとめ
  7) 2021年度PL保険加入状況とＰＬ事故事例
  8) 2022年度JABIA規格化･標準化/共通化/調査研究
  9) 最近の商用車販売及び会員生産台数
  10) 最近の官公庁情報
 11)  その他報告事項

講演会
（くるまプラザ会議室+Web会議）

ＵＤトラックス㈱による講演会
「大型トラックの需要動向とＵＤトラックスの取組みについて」を実施

21日 特装部会／脱着車キャリアコンテナ
技術分科会（Web会議）

① 2022年度事業計画の進捗と課題対応について意見交換
② 防災コンテナ物流システム案に対する意見交換

24日

特装部会／
粉粒体運搬車技術分科会（Web会議）

① 2022年度事業計画の進捗と課題対応について意見交換
②工場見学可否について意見交換

第15回CN専門委員会（Web会議）

① 進捗確認　② CN勉強会【実践編】検討状況報告
③ 2022年度 CO2排出量調査結果報告
④ 現地訪問 意見交換会 実施報告（環境委員会との共同活動）報告
⑤ CJPTとの連携活動状況（電力供給WG、油圧駆動WG）報告
⑥ LCAに関する自工会との連携状況報告

25日 特装部会／
ダンプ車技術分科会（Web会議）

① 2022年度事業計画の進捗と課題対応について意見交換
② 工場見学可否について意見交換

26日

第11回CN勉強会(Web会議)
11社48名を対象に以下勉強会を開催(講師 : トヨタ車体㈱杉山室長)
① CNとは？　　② アンケート結果
③ CNになぜ取り組む必要があるのか？　　④ CN取組みの進め方

中央技術委員会／テールゲートリフタ
技術分科会（Web会議）

① 2022年度事業計画の進捗と課題対応について意見交換
② 労働安全衛生総合研究所主催のTGL構造要件検討会の共有と意見交換

トレーラ部会／
技術委員会（当会会議室+Web会議）

① CS/SUトレーラ国内適用について審査部との打合せ情報共有
② R158（バックカメラ）自工会問合せ状況共有

27日

中小会員NW強化WG／営業マン勉強会
（当会会議室＋Web会議） 「車体業界の将来ビジョン」達成の向けた人材育成の一環として実施

特装部会／
サービス委員会（Web会議）

① メンテナンスニュースNo.55内容確認
② 異業種交流会の見学先を確認(2/24㈱矢野特殊自動車)

28日

中央業務委員会／
管理監督者層合同研修会（当会会議）

「基本的なリーダーシップ教育とコミュニケーション能力向上」を
目的に外部講師を迎え、実施

トラック部会／
車両運搬車分科会(岡山)

① アジア工業㈱工場見学会を実施
② 日本陸送協会との合同研修会の内容を検討

11月
4日 トレーラ部会／サービス委員会

（当会会議室+Web会議）
① 2022年度トレーラ部会工場見学会の最終確認
② 点検整備の手引き改訂確認作業

7日 小型部会／会員工場見学（岐阜） 岐阜車体工業㈱の工場見学実施

8日 中小会員NW強化WG／
訪問ヒヤリング（神奈川）

① 飛鳥車体㈱、相模ボデー㈱訪問ヒヤリング実施
② 事業計画進捗の確認と論議

10日 環境委員会／見学会（兵庫） JTP(日本トラックリファインパーツ協会) 解体作業見学会実施

月度活動状況

▶Ｐ.7

▶Ｐ.11

▶Ｐ.11
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10日～
11日 現地現物による技能系社員研修（宮城） トヨタ自動車東日本㈱講師による技能系社員研修実施

14日～
15日

現地現物による技能系社員研修
（神奈川） 日産車体㈱による技能系社員研修実施

15日
トラック部会／工場見学会（京都） 須河車体㈱工場見学会を実施
バス部会／
塗装技術者向け勉強会（東京） 日本ペイント㈱による塗装技術者向け勉強会実施

16日

環境委員会／架装物リサイクル分科会
（当会会議室+Web会議）

① 第3回環境委員会進め方討議
② 2022年度環境ラベル取得講習会進め方討議

特装部会／業務委員会（Web会議）
① 事業計画4/3確認
② 中央業務委員会報告内容の確認
③ 工場見学会開催の検討

17日 秋季会員大会（東京＋Web会議）
2022年度秋季会員大会を開催
講演会 : 2020年代の自動車産業
　　　　CAP産業分析で「大きなSDG」の連立方程式を解く

18日

中央技術委員会／
架装物動力源検討WG（Web会議）

① 商用車電動化WGの情報共有
② 今後の進め方について意見交換

特種部会合同委員会
（当会会議室＋Web会議）

① 事業計画進捗の確認と論議
② 自動車技術総合機構との技術検討会質問項目の内容確認

トレーラ部会／工場見学会（静岡） ㈱浜名ワークス・航空自衛隊浜松基地の工場見学会を実施

21日

自民党自動車議員連盟主催
「自動車政策懇談会」（東京）

自動車関係団体として取りまとめた「2023年度税制改正に関する
要望書」を提出し、各団体からの要望内容の説明、意見交換

CN専門委員会・環境委員会／
工場環境分科会（群馬） CN、産廃低減支援・現地意見交換会実施（和光工業㈱）

22日

CN専門委員会・環境委員会／
工場環境分科会（広島） CN、産廃低減支援・現地意見交換会実施（㈱河野ボデー製作所）

特装部会／技術委員会（Web会議） ① 2022年度事業計画の進捗と課題対応について意見交換
② 法改正の動向及び対応について意見交換

資材部会／講演会（東京+Web会議） 講演会 「カーボンニュートラル時代に向けた
　　　　自動車産業のビジネスモデル再構築」を実施

24日

環境委員会／工場環境分科会
（当会会議室＋Web会議）

① CO2　2030年度車工会目標値設定討議
② 産廃2022年度調査結果 情報共有

第16回CN専門委員会（Web会議）
① 進捗確認　② CNホームページ制作進捗報告
③ CN勉強会【実践編】トライ開催報告
④ CO2排出量 2022年度（2021年度実績）調査状況報告
⑤ CJPTとの連携活動と今後の対応案報告

25日
　

第12回CN勉強会(Web会議)
8社58名を対象に以下勉強会を開催(講師 : トヨタ自動車東日本㈱松井部長)
① CNとは？　② アンケート結果
③ CNになぜ取り組む必要があるのか？　④ CN取組みの進め方

環境委員会／見学会（福島） 水素エネルギー研究フィールド見学会を実施

安全衛生活動WG（Web会議） ① 会員提供の労働災害事例の共有
② 安全気づきシートの活用状況把握アンケート内容の確認

トレーラ部会／技術委員会（Web会議） ① CS/SU＆コネクテッドWG情報共有
② R158部品認証運用検討WG情報共有

トレーラ部会／業務委員会（Web会議） ① 各トラック協会講演結果報告（兵庫・岩手・宮城･埼玉･札幌･岡山）
② 2023年度トレーラ講習資料修正方向検討

28日 トレーラ部会／
製品安全委員会（Web会議）

① 点検整備記録簿の浸透 日整連との調整討議
② 純正部品訴求広告出稿確認

29日

特装部会／
清掃車小委員会（Web会議） 2022年度事業計画の進捗と課題対応について意見交換

トラック部会／業務委員会(愛知) ① 丸安㈱、㈱名古屋ボデーにて工場見学会を実施
② 2023年度テーマについて意見交換

30日 特種部会／工場見学会（愛知） 中京車体工業㈱、㈱トヨタカスタマイジング＆ディベロップメント
工場見学を実施

NEWS FLASH　月度活動状況
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NET WORK　会員会社紹介

　代表者である大原邦彦社長は、 
1991年に㈱エーアンドユーを設立
し、コンピュータ関連の業務を行って
いたが、トレーラーハウスの面白さと
可能性に魅力を感じ、2007年2月に
トレーラーハウス事業部を設立。同
年5月には現社名である「トレーラー
ハウスデベロップメント㈱」に社名を
変更。海外製トレーラーハウスの輸
入販売会社に事業転換した。架装と
は全く関係がない業種から参入した
異色の企業である。
　2008年、日本で初めてトレーラー
ハウスをレンタカーの営業所として
使用できる製品を開発、2009年に
は運送会社の事務所としての認可を
トレーラーハウスで取得する。建物
を作る必要がなく、登記不要で、撤収
も容易なため、レンタカー会社や運
送会社が敷地を借りて営業を開始す
るハードルが大きく下がるという。
　2011年の東日本大震災におい
て、支援車両として様々なトレーラー
ハウスが、被災地に向かっていたが、
巨大な車両を事前に届け出を出さず

に走行し、道路運送車両法違反で書
類送検されたり、設置場所では建築
物と見なされたり、様々なトラブルが
顕在化した。
　そのため2012年に一般社団法人
日本トレーラーハウス協会によって、
建築物なのか車両なのかの基準※が
明確に定められた。同年12月に「ト
レーラ・ハウスの運行に関わる制度改
正」が行われ、基準緩和の申請ができ
る「自動車」として追加された。この制
度改正を見越して、トレーラーハウス
デベロップメント㈱では車検付トレー
ラーハウスを開発。2015年にはコン
テナ専用車台を開発し、群馬県の工
場で自社製造を開始する。
　トレーラーハウスの需要は旺盛
で、2018年に栃木県栃木市に新工
場を設立。2021年3月に第二工場を
増築した。

● 特 徴・沿 革

会員会社紹介
Vol.109

トレーラーハウスデベロップメント㈱
車検付のトレーラーハウスを開発。
トレーラーハウスを日本の文化にしたい。
　トレーラーハウスデベロップメント㈱は、トレーラーハウスの可能性
に着目し、新事業を立ち上げた。新しい発想で、世の中に役立つ製品を
開発し、トレーラーハウスを日本の文化とすることを目指す。

取材／車体工業会業務部長　小森　啓行
大原　邦彦　代表取締役社長　

293293
3232

栃木IC栃木IC

7575

126126

3737

東
北
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

北
関
東
自
動
車
道

北
関
東
自
動
車
道

栃木都賀JCT栃木都賀JCT

トレーラーハウス
デベロップメント㈱

栃木工場

DATA
■本社　〒103-0001　東京都中央区
	 日本橋小伝馬町2-5
	 メトロシティ小伝馬町9階
　TEL	 03-6206-2641
　FAX	 03-6206-2642
　URL	 http://www.trailer-house.
	 co.jp/

■栃木工場
　〒328-0135
　栃木県栃木市千塚町1724
■資本金　1億円
■従業員　65名
■事業所規模（栃木工場）
　敷地	 11,700㎡
　建坪　	 2,540㎡
■車体工業会加入
　2021年（トレーラ部会）

※ 道路運送車両法では「トレーラ･ハウス」とは、
保安基準第2条の制限を越えた車両を指し
ます。車体NEWSでは「トレーラ」表記に統一
していますが、本記事内では保安基準第2条
の制限を越えない製品名として「トレーラー
ハウス」表記を使用しています。
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NET WORK　会員会社紹介

― どのような製品を手掛けて
いるのでしょうか？

　オリジナルブランド「X-CUBE®」
シリーズは、ISO規格のコンテナ専
用車台に様々な部屋を載せることが
できます。車両がベースになるため、
正しい方法で設置することで建築物
の制限を受けず自由な設置・移動が
可能です。オフィス・喫煙所・ショッ
プ・ホテル・トイレ・カプセルホテル・
シャワールームなど多用途にご利
用いただけます。

― 御社の特徴は?
　栃木工場には40名のスタッフがお
り、うち25名が主に溶接や塗装の製
造現場で働いています。ベトナムか
らの技能実習生も12名在籍してい
ます。仕事熱心で技術の習得が驚く
ほど速い彼らから刺激を受け、若い
日本人スタッフも技術に対してポジ
ティブな姿勢で向き合っています。

― 御社の業務の特徴について
お聞かせください。

　自社で開発したトレーラーハウス
の製造・販売・レンタルの事業を行っ
ています。弊社製品は、「道路運送車
両法保安基準第2条」の制限（車幅
2.5ｍ、車高3.8ｍ、車長12ｍ）を超
えないので、全て車検を取得できる
ことが特徴です。
　移動できる「車両を利用した工作
物」として扱われるので、土地が狭
い、市街化調整区域や建ぺい率の問
題で建物が建てられない、工事のた
め一時的に事務所を建てたい、期間
限定のイベントに休憩所やトイレ、喫
煙所が欲しい、そんな様々なシチュ
エーションで活用いただけます。
　トレーラーハウスは建物ではなく
車両扱いですので車を駐車する感
覚で設置が可能です。
　既存のコンテナを活用できる車
検付のコンテナ車台の製造・販売も
行っています。

● 製品

● 人

― 御社の経営方針は？
　必要な時に必要な場所に移動で
きるトレーラーハウスは、被災地支
援の実績もあり、レジャーや事業用
途だけでなく、一つの文化として日
本に定着させたいと思います。
　法を順守し、コンプライアンスを守
り、新しい発想による商品を開発し、
皆様に喜ばれるような世の中を創り
出し、新しい時代を提案していきたい
と思います。

― 次世代の教育について
　マンツーマンによる現場での指導
を中心に、講習会参加による技術の
向上を継続的に図っています。
　弊社の製品は、主に規格品となり
ますので、マニュアルや動画資料の
作成を進め、新人の早期の技術習得
に活用していきたいと思います。

公園に設置された喫煙所「スモーキングキューブ」

オフィス仕様のシャシ一体型トレーラーハウス

テントトレーラーとデッキト
レーラーの2台を組み合わ
せたグランピング施設

キャンプ場からの引き合いが多い
どこでも整う「サウナキューブ」

クリーン・エアーな陰圧室を実現した
医療用の「メディカルキューブ」

　技能実習生と言葉や習慣の違い
による誤解が生じないように、日本語
が堪能なベトナム人の通訳を正社員
として雇用しています。
　現場でもっとも大切にしているのは

「あいさつ」です。社内社外問わず、
全員が大きな声で挨拶を交わし、明
るいコミュニケーションを欠かさな
いよう心掛けています。

車検付の20ftサイズのコンテナ台車
特許を取得した電磁式ブレーキを搭載し
ており、牽引時に高い安全性を保つ
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VOICE　資材部会ビジネスネットワーク

資材部会ビジネスネットワーク
STAGE 97

　㈲栄和自動車は、トラック専門の修理加工・板金塗装の
小規模工場であるが、「トラック用風力発電機」「天井開閉シ
ステム」「庫内衛生システム」等の多彩なアイデア製品を世
に送り出している企業である。
高所作業での墜落防止装置装着が義務化
　2018年に改正された労働安全衛生規則において、地上
高2.5m以上の高所作業には、墜落防止装置の装着が義務
化された。具体的には、囲いが無い高所では、安全帯（ハー
ネス）を装着し、安全ブロック（墜落発生時、ロックがかかり
墜落を防止する装置）と、安全帯が繋がった状態で作業を
させなければならない、ということである。
　特に「粉体専用運搬車」「飼料運搬車」等、納品先で屋根
上での作業が必須となる運送業者においては、このような
装備がほどこされていないと、事実上、労働安全衛生法違
反となってしまっている。出荷時の倉庫や工場には天井や
壁に安全装置を付けて屋根上で作業することができるが、
納品先は、ほぼ屋外のため安全装置がない状態で屋根上
で作業を行わざるを得ないのが現状である。
　実際に雨天や凍結で滑りやすい状況を中心に、屋外作業
でのトラックの転落事故は頻発しており、死亡するケース
も発生している。転落事故は防げる事故であり、労働基準
監督署も管理者側に厳しい措置を行うことになる。
医療器具からアイデアを得る
　運送事業者からの相談を受け、栄和自動車での製品開
発が始まった。安全装置を散り付けるには荷台の上に更に
1.5ｍ程度の高さで安全ブロックを装着できる固定物が必
要となるのだが、トラックの車高は原則3.8ｍ以下のため、
走行に支障をきたさないように、伸縮式か収納式もしくは
脱着式にする必要があった。
　エア・シリンダーを使用して、門型の鉄棒をリフトする機構

を検討したが、コストが高く、故障する可能性も高くなった。
　代替案を模索していたところ、病院で使われる「点滴台」
にインスピレーションを得て、「移動式支柱」のアイデアを思
い付く。過去に「庫内衛生システム」を製作し、医療関係者と
の接点も多い栄和自動車ならではの閃きである。
　早速、コストが安く、動力も必要としない構造を目指して
設計が進められた。屋根に溶接したレール上を半固定され
た滑車で支柱が移動し、起倒式で収納できる方式となった。

　この動く支柱に既製品の安全ブロックを装着すれば、既
存車両に、簡易に後付けができる転落防止装置となる。
　強度設計のため、厚生労働省の規格を調べたところ、安
全帯や安全ブロックには厳しい規格があるが、安全ブロック
を繋げる支柱や固定物については明確な基準はないので、
安全ブロックの規格に合わせ、製品に重さ200kgの落下に
耐える強度を持たせる開発が進められた。
　人間が転落すると支柱には瞬間的に強い力が加わる。あ
らゆる落下方向への捻じれ強度を得られるよう柱にはハシ
ゴ構造を採用し、レール上を移動する部品には力が分散さ
れる工夫もされた。CADで強度計算をし、実際に重りを付
けて落とすテストも繰り返された。傾斜で柱が勝手に移動
しないブレーキ機能や、支柱を起こした状態で走行しない
ように、使用中は警告灯が
点滅する等、様々な安全面
も配慮されている。
　既存車両に後付けできる
キットとして2023年1月か
ら販売され、トラックの高所
作業の安全を守っていく。

㈲栄和自動車　代表取締役　飯田 武
お客様の要望の実現に、知恵と技術で応えていきます。
【本社】	〒410-0873 静岡県沼津市大諏訪803番地の2
Tel : 055-922-6305
http://web.thn.jp/eiwajidousya/

㈲栄和自動車トラックの高所作業の安全を守る

代表取締役　飯田 武専務取締役 技術営業　飯田 泰教

レール 移動部分 固定ブレーキ 収納時

飼料運搬車の屋根上

安全ブロック 使用時
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　私たちは資材部会を専門分野ごとにグループ分けを行い、３分科会１３グループからなる「ビジネスネット
ワーク」を設置しております。この「ビジネスネットワーク」は会員の強い連携と結束を実現し、架装メーカーに
対して、積極的な協力体制を目指しています。
　「ＶＯＩＣＥ」では、部会会員会社の紹介や製品が開発されるまでのエピソード等を紹介していきます。

VOICE　資材部会ビジネスネットワーク

　1986年、創業者である先代の鈴木恒人氏が埼玉県草加
市に㈲スズコーを設立し、トレーラ部品の販売業務を開始
する。1992年には業務拡張に伴い、北茨城営業所を開設。
トレーラ部品の輸入貿易の規模も拡張し、2001年に現社
名のスズコーインターナショナル㈱に社名変更をした。
　先代社長はトレーラ先進国のアメリカで開催されたラス
ベガス・トラックショーを2000年に訪問し、アメリカ製トレー
ラ部品の輸入販売に注力し始める。ショーで名刺交換した
取引相手の中には、代金を支払っても部品が届かなかった
り、届いても品質にバラつきがあったり、連絡が取れなく
なったり、様々なトラブルに見舞われていたり、大変な中で
会社を経営していったということである。
世界各国のトレーラ部品情報を収集
　現在、スズコーインターナショナル㈱は輸入の経験値を
高めて、信用できる取引先と確かな信頼関係を築き上げ、
米中欧を中心に世界16ヶ国30社と取引がある。
　安全性と品質性を重視したトレーラ
部品を日本国内に提供し、各国の部品
メーカーや商社とも緊密に連絡を取り
合っている。
　車軸やブレーキのような大きな部品
から小さな部品まで、膨大な点数の部
品を在庫・提供が主業務であるが、築き
上げたネットワークを活用し、世界的規模でトレーラ部品の
最新情報を収集していることが最大の強みといっても過言
ではない。
　コロナ禍以前は、フランクフルトで2年に一度開催される

「Automechanika」を毎回訪問し、1週間以上に亘って滞
在。世界中から集まったトレーラ部品業界の担当者と商談
し、対面でしか得られない高い鮮度の情報を収集していた。

何よりも顧客へのスピード対応が大事
　日本国内を走るトレーラを構成する部品は、現在はほぼ
海外メーカー製である。積載重量の大きいトレーラは、車軸
やブレーキ等の部品に大きな負荷がかかるために、一般的
なトラックと比較して、部品の交換サイクルが短い。
　また商用車であるため、修理期間を可能な限り短くする
ことが修理工場には求められている。
　ドライバー不足により、輸送効率が高いトレーラ需要は
増加傾向にある。主に関東を商圏としているスズコーイン
ターナショナル㈱にとってビジネス拡大のチャンスである
が、現社長である治久氏は、既存顧客への確かな情報提供
とスピード対応が最も重要な仕事と位置付け、商圏の拡大
によって、発生するであろうタイムロスや情報伝達の不備
を容認しない立場を貫いている。
　2011年に先代社長が病気で急逝してしまい、32歳の若
さで引き継いだ際、担当者が不在だと誰も分からなかった
古い社風を改革し、いつでも誰でもが分かるように情報共
有体制を整備し、既存顧客への対応力を強化してきた。
　社長就任直後は、多くの顧客にいろいろな面で助けられ
たという。その感謝の気持ちとともに「より良い商品を提供
し、車輌ユーザーの生産性・運行効率を高め、利益を生み社
会還元する」という先代の意志を受け継ぎ、顧客対応を重
視する経営をこれからも続けていく。

スズコーインターナショナル㈱スピード重視で顧客の利益を守る

代表取締役社長　鈴木 治久

スズコーインターナショナル㈱ 
代表取締役社長　鈴木 治久
安全性と環境を守る、共存共栄、社会に貢献
【本社】	〒340-0814　埼玉県八潮市南川崎117-1
Tel:048-948-7301 http://www.suzukoh-jp.com/

ホイールナットの緩みを
目視で確認できる小さな

パーツも扱っている

本社倉庫は部品メーカー
毎に、取り出しやすいよう
に整理整頓されている
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第55回

そこが知りたい

Q1 国内物流の現状は？

Q2 「物流業界の2024年問題」とは？

　社会生活や産業活動の変化は物流の形態に影響を及ぼしている。また、新技術が物流
を根本的に変え、我々が求める物流の姿も様変わりする。一方、「物流業界の2024年問
題」が指摘されており、今回は、物流の現状について報告する。

「物流の現状は？」

● 国内貨物輸送量（トンベース）は、2010年度以降横ばい
で推移し、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う人流の
制限や経済活動の停滞等により2020年度は前年度比
８.0％の減少

● 一方、宅配便取扱個数は、2010年度以降右肩上がりで推
移し、2020年度は新型コロナウイルスの感染拡で外出を
控え、電子商
取引（※EC）
が 更に拡 大
したことを受
け、前年度比
12％の増加

● トラックドライバーの時間外労働の上限規制が2024年度から適用されることに対応し、労働時間等の労働条件の見直
し、向上を図るため、拘束時間、休息時間等の基準を定める「自動車運転者の労働時間等の改善のための基準」について
も、改正に向けた検討が行われている。

● これは、トラックドライバーの働き方改革に関連する取組みであり、物流業界に留まらず、産業界として確実に推進する必
要がある。

● 実現に向け、物流の抜本的改革への取組みが求められ、車体架装に関しても、関連業界等と連携し、物流の効率化に繋が
る技術開発、製品開発に取り組んでいかなければならない。

● 物流が直面している諸課題の解決に向けた取組みを進め持続可能な物流の実現につなげることが必要不可欠であると
の考え方に立ち、経済産業省、国土交通省、農林水産省の三省で、物流を持続可能なものとしていくための方策を検討す
るべく、有識者、関係団体及び関係省庁からなる「持続可能な物流の実現に向けた検討会」を9月に設置し、検討が進めら
れている。

【出典 ： 経済産業省、国土交通省HPより作成】

【出典 ： 第2回持続可
能な物流の実現に向け
た検討会での公益社団
法人全日本トラック協
会報告資料より作成】

国内貨物輸送量の推移（トンベース）

宅配便取扱個数

EC市場規模の推移

※ 電子商取引とは、インターネットやコンピューター上での電子的な手段に
よって、商品の売買やサービスなどの取引を行うことで、EC（Electronic 
Commerce）やEコマースと呼ばれることもある。
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そこが知りたい

国際宅急便も日本国内の宅急便と概ね同様の仕組みで、書類や小口・小型貨物をドアツードアで輸送するサービス。 
ドアツードアの包括料金で、配達時間の保証があるものが多く、現在では大型貨物や大口貨物も扱うようになっている。

　現在の日本の物
流政策は、2021
年（令和３年）６月
に閣議決定された

「 総 合 物 流 施 策
大綱（2021年度
～2025年度）」に
沿って行われてお
り、我が国の物流
が 直 面 する課 題
は、今般の新型コ
ロナウイルス感染
症の流行による社会の劇的な変化も相まって、より先鋭化・鮮明化している。
　そうした課題に対応した施策に重点的に取り組むべく、今後の物流が目指すべき方向性を下記の①～③の３つの観点とし、
関連する施策を位置付け、施策の進捗を定量的に把握するため、代表的な指標（KPI）を本大綱の別表に位置づけている。
　①　物流DXや物流標準化の推進によるサプライチェーン全体の徹底した最適化（簡素で滑らかな物流の実現）
　②　労働力不足対策と物流構造改革の推進（担い手にやさしい物流の実現）
　③　強靱で持続可能な物流ネットワークの構築（強くてしなやかな物流の実現）

インテグレーターとは、フォ
ワーダーが行う地上の集配
業務と航空会社が行う空港
間の輸送を一社で統合的に
行う業者。

【出典 ： 元桜美林大学客員教授松山久秋氏
HPより作成】

⇒ 「物流業界の2024年問題」への対応とも直結し、車体架装としての役割、責任も重要

Q3 「国際宅急便」とは？

Q4 「日本の物流政策」とは？

▶ 最近では、事業者だけではなく、個人でも海外に注文し、購入する人も増えてきているが、国際宅急便とは、どういうもの。

▶ インテグレーター輸送と通常の航空貨物輸送の違いは。

【出典 ： 国土交通省HPより作成】
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　ロータリ除雪車とは主に道路（高速道路含む）、歩道、空港など堆積し
ている雪を遠方に投雪、及び積雪により狭くなった道路の拡幅除雪、ま
たダンプ車などへ積み込むことができる運搬排雪等に使用する車両
である。
　基本的な車両の特徴としては車体の前部に搭載される除雪装置が
あり、固く締まった雪の破砕と中央に集積するためのオーガ、雪を投雪
するためのブロワ、投雪方向を定めるシュートから構成される。

　日本における道路用のロータリ除雪車は昭和３１年
に三菱日本重工業（現三菱重工業）製が登場する。㈱
NICHIJOにおいては昭和３５年に北海道開発局からの受
注によりHTR１形（102PS）ロータリ除雪車を試作してい
る。

　昭和４０年以降はクラスの拡充、アタッチメント型の装置
が開発されている。また昭和４４年には国内最大級となる
HTR７００形（７７０PS）を開発し市場投入されている。その後
は排出ガス規制に対応すべくモデルチェンジを行っている。
　平成になると除雪作業の高速化等を目的とした回送速
度７０km/hとなるロータリ除雪車を開発し市場へ投入し
た。その後は
５０PS、８００
PSとライン
アップを拡充
させている。

　社会に欠かすことができない車体工業会会員が
製造している多種多様な「働くクルマたち」につい
て、毎回車種を選定し、その特徴等、日ごろは目にし
ないところを含めて紹介していく。
　第39回目はロータリ除雪車について特装部会会
員の㈱NICHIJOから紹介する。

働くクルマたち

第39回 ： ロータリ除雪車

1. ロータリ除雪車とは

2. ロータリ除雪車の歴史

HTR1形ロータリ除雪車 HTR700形ロータリ除雪車

走行用ポンプモーター

後処理装置（SCCR）

エアクリーナー

エンジン

ラジエータ

リヤアクスル

フロントアクスル

トランスミッション
（走行・作業一体型）

伝動機

ブロワ

雪切りツノシュート

チェーンケース

オーガ（リボンスクリュー型）
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　ロータリ除雪車の除雪作業においては、労働人口減少・熟練オペレータの高齢化が深刻化しており、除雪作業の担い手不
足が課題となっている。これら課題解決に対応すべく、オペレータの作業負荷の低減を目的として自動運転(衛星やカメラを
利用した走行の自動化)や除雪の自動化(除雪装置の複雑な操作を除雪場所の条件に応じた装置の自動化) の開発も進めら
れている。

働くクルマたち

3. ロータリ除雪車の種類と特徴

4． ロータリ除雪車の自動化

規格 機種 最大除雪量
（t/h）

最大除雪幅
（mm）

走行速度
（km/h） 特徴

1.0ｍ級 HTR55 450 1,000 15 主に歩道用

1.3m級 HTR88 850 1,300 40 主に歩道用、道路も可

1.5ｍ級（75ｋＷ） KBR108 850 1,500 40 主に歩道用、道路も可、タンデムタイヤにより悪
路走破性に優位

1.5ｍ級（90ｋＷ） HTR148 1,300 1,500 40 主に歩道用、道路も可

2.2ｍ級 HTR308A 2,900 2,200 49 主に道路用、道路除雪におけるメイン機種

一車線積込型 HTR268L 1,700 2,600 49
通常除雪ではダンプ車が並走し横積みし２車線
を閉鎖するが本機では一車線規制での作業が
可能

2.6ｍ級 HTR408 4,200 2,600 49 主に道路用、峠道、空港等の除雪にも使われる

440ｋＷ級 HTR608 2,300 2,600 49 主に空港用、高速除雪可能

590ｋＷ級 HTR801 3,100 2,600 49 主に空港用、高速除雪可能

HTR55形ロータリ除雪車

HTR148形ロータリ除雪車

HTR408形ロータリ除雪車

HTR88形ロータリ除雪車

HTR308A形ロータリ除雪車

HTR608形ロータリ除雪車

KBR108形ロータリ除雪車

HTR268L形ロータリ除雪車

HTR801形ロータリ除雪車
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おやじバンド
自動車精工㈱　取締役会長　宮

みや
幸
こ

 朗
あきら

 
　２０１０年１月末の寒い日、平均年齢５５歳のおじさん達が
自由が丘のスタジオに集結した。
　ギター３名、ベース、ドラム＆見学者２名の合計７名で、
課題曲・加山雄三『夜空の星』の練習が始まった。
　どうなる事かと思っていたが、案の定最初は全く合わな
かった。徐々に合うようになってきところで、見学者２人に
歌ってみろと言うことになったが、カラオケと違って字幕が
出てこない。最初のフレーズ『僕のゆくところへ・・』なか
なか入れない・・(笑)
　何十回も繰り返すうちに、何とか合うようになってきて
約二時間の練習
を終えた。反省会
は自由が丘駅近く
の『町田屋』とい
う蕎麦屋でやった
が、見学者２人は
ボーカルで採用、
メンバーの過半数
が落第しているの
でグループ名は

『フェイラー ズ 』
（落ちこぼれ、落
第者）に決まり、目
標は全員の還暦

COFFEE BREAK

還暦ライブ当時のチラシ
父が経営しているお店の看板

筆者(右側)といただいた
ミヤマキリシマとセッコクの鉢植え

父の趣味を感じて
㈱アイバワークス　業務部　深

ふか
澤
さわ

 隆
たか

浩
ひろ

 
　私には現在夢中になれる趣味や特技がありません。20
代の頃は、中学・高校のクラブ活動にて行っていたテニス
を趣味で月に2回ほど定期的に行っていましたが、30代
後半になった現在ではそういう活動とも疎遠になっていま
す。
　そんな私とは対照的に、私の父は昔から多趣味で、釣り
やコレクション、生き物の飼育などいろいろな趣味に興じ
ている姿を小さい頃より見てきました。その中でも父が一
番に熱を入れているのが20年ほど前より始めた山野草で
す。現在では趣味が高じてお店を開くまでになりました。
　お店は上高地の玄関口の近くで、地元の方々や観光客
に向けて、仕入れた物や自分で育てた物、植替えをした物
を販売しています。以前は仕入れから販売まで一人で行っ
ていましたが、2年ほど前より体を悪くしてからは、家族や
知り合いの手を借りながら営業しています。
　私も休日を利用して年に数回ですが手伝いをするよう
になりました。私は植物を育てた経験が少なく、あまり興
味がなかったのですが、つい先日手伝いに行った際に1つ
の鉢植えに目がとまりました。いつも見ている植木鉢とは
少し違う植木鉢で少しおしゃれな形をしていました。そこに

『ミヤマキリシマ』が植えられており、植える植物だけでな

く、植木鉢と組み合わせると多様な個性を表現できるのか
とその時感じました。その日は目に留
まった『ミヤマキリシマ』ともう一つ

『セッコク』をいただきました。
　少量の水やりと周りの草取りで
春にはきれいな花が咲
くそうなので、楽しみ
に育ててみたいと思い
ます。
　これを機にまだ踏み
入れたことのない趣味
の世界に入るきっかけ
になればいいと感じま
した。

43



ライブをやることとした。
　その後、全員の都合の良い日曜日９時～１３時（４時間）
の練習が始まった。レパートリーもビートルズ、グループ
サウンズ、斎藤和義と広がっていった。もちろん加山雄三
も。（その後、女性２人とドラム1人が加わり１０名の大所
帯となる・・）
　何とその年の秋には渋谷にあるビートルズファンの聖地

『ランタン・神泉』でライブをやり、約6０名の満席の中で
３ステージ約３０曲を披露した。その後、新宿の行きつけの
飲み屋でのミニライブ（約２０名）、大きいステージは済生
会病院・年一度の学会の余興を帝国ホテル孔雀の間で
やった。
　済生会中央病院・院長の友人が挨拶で『余興は友人の
バンドをお願いして経費を下げました・・(笑)』控室に良
く聞こえた・・
　院長（約８０名）事務局（約１００名）の２ステージで、最初
で最後のギャラをいただき全員で銀座に飲みに行った。
　目標としていた還暦ライブは２０１４年と翌年に新宿ケン
トス（知る人ぞ知るライブハウス）で、２０１６年～２０１９年は
横浜ケントスで約１３０名満員の中で盛大にやることが出
来た。
　コロナで中断しているが、メンバー全員が長生きして、
とりあえず『古希ライブ』が目標だ・・(笑)

　最近特に楽しいのが、スキューバダイビングと登山・ト
レイルランです。海と山で全く異なるスポーツですが、体
を動かす以外に、普段見る事が無い景色を見られる事が
共通の魅力です。旅行に行く時は事前に調べて、良いダイ
ビングスポットや登山コースがあれば挑戦するようにして
います。
　スキューバダイビングでは初対面の人と潜る事が多い
のですが、目的地までの移動中に船上で話す事が多く、行
く先々で知り合いが増える事が魅力かなと思います。終
わった後に、見た生き物をみんなで写真見ながらログブッ
クに記録する事も楽しみの一つです。
　登山・トレイルランは一人の時もあれば数人で行く時も
ありますが、やはりみんなで達成感を味わい、景色の良さ
を共有するのが魅力です。
　また、ダイビング終わりや山頂で飲む味噌汁・ホットコー
ヒーは、インスタントですが、不思議とどの高級店で出てく
るものや家で作るものより美味しく、格別です。　

スポーツの魅力
トヨタ車体㈱　製品企画ZU　宮

みや
脇
わき

 渉
しょうた

太
　皆さんは最近、仕事以外で体を動かしていますか？ 私は
学生の頃からサッカーをしていますが、社会人になってか
らは趣味の幅が広がり、色々なスポーツをするようになり
ました。　　　　　　 　　　

COFFEE BREAK

新宿ケントスでのライブ（左から2番目が筆者）

ハワイの沈没船とカメ

立山山頂（右が筆者）
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　10年ほど前に自宅を購入。当時は庭には芝
生は植えていなかった。
　当初草むしりを行っていたが、5年ほど前か
ら 面 倒 に な
り、草刈り機
を購入し草刈
りを行う様に
なった。自然
と芝生が生え

（近所の芝の
種が飛んでき
た）今では立
派な芝のお庭
になった。

　ツイッターで真夏でも長持ちする
保冷ポッドを発見。冷蔵庫まで冷た
い飲み物を取りに行くのが面倒だと
思い即購入。使ってみると冷たさを
保持するので冷蔵
庫を開ける回数も
減る、ペットボトル
を入れるだけなの
で、洗う必要もな
い、まさに面倒く
さがりに一石二鳥
のSDGsです。

　SDGs17の目標「GENDER EQUALTYを達成し、全て
の女性及び女児の能力強化を行う」に即したものです。
①	次世代に伝えたいカラダのコトを親子、祖父母、パート

ナーと共有する
②	無理のない自分にちょうどの運動をする
③	老年期に自分が納得して適切な治療にたどり着けるよ

うになる
以上、3つをモットーに活動中です。

いい どど ばば たた 会 議会 議
私のSDGｓ　Part3

お庭の自然緑化

女性の活躍のために

面倒くさがりでもSDGsに
日本フルハーフ㈱　阿

あ

部
べ

 哲
てつ

哉
や

　　　　

㈱トノックス　岩
いわ

井
い

 宏
こう

太
た

㈲相沢自動車ボデー工場　相
あい

澤
ざわ

 眞
ま

紀
き

子
こ

会員の誰もが参加できて、SNSの投稿記事を見るような楽しい記事を
掲載していきます。皆様のご参加をお待ちしております。第12回

Menopause（メノポー
ズ）とは更年期のこと
同義語は change of life
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NEWS FLASH　本部だより

　私たち夫婦は共働きということもあり、
家事を分担しています。
　役割りは決めずに阿
吽の呼吸でこなしてい
ます。
　最近では第一子も
誕生したので、これか
らも家事も育児も夫婦
で楽しくやっていきます。

　弊社の売店は定時になると当日の賞味期限のもの
は特別価格で販売されます。
　何を食べたいかで購入するのではなく、特別価格に
なったものの中から購入しています。
　お財布にもやさしい上、フードロスに貢献できてお
り、定時後に売
店に行くのが
楽しみです。

　コンビニ袋1枚7ｇ計算で仮定した場合１枚燃焼
させるのに22ｇのCO2が排出されるが、	
　毎日活用しているため22g×365日＝年間8,030
ｇが１世帯で削減ができている計算になる。

　1㎏当たり500ｍｌペット
ボトル1,000本分なので、
年間ペットボトル8,000本
分の削減となる。

　コロナで在宅勤務や欠勤者が増え、食数
の変動が激しく、フードロスが大変なことに。
　社員に事前の食数管理をお願いし、今で
は無駄が減りました。
　食堂のチーフも「発注量が事前にわかりロ
スなく助かっている」と喜んでいます。
　脱 ！ フードロスでSDGｓも意識♪

　レジ袋の有料化も始まり、脱プラスチック社会へ
の動きが加速していますが、私は社会人になってか
らマイボトルを持ち歩
くようにしています。
ペットボトルの削減は
ほんとに小さいことか
もしれませんが脱プラ
スチックに向け少しで
もお役に立てればと思
います。

いどばた会議

買い物時のトートバッグ活用
の徹底（ビニール袋使用削減）

社員食堂の食数管理で、
フードロス削減へ！

会社の売店でフードロス解消 私のマイボトルで廃プラ削減

ジェンダー平等を実現しよう

イサム塗料㈱　芝
しば

田
た

 恭
やす

典
のり

日本フルハーフ㈱　熊
くま

坂
さか

 麻
ま

里
り

江
え 日本フルハーフ㈱　本

ほん

間
ま

 裕
ゆう

太
た

日本フルハーフ㈱　杉
すぎ

崎
さき

 祐
ゆう

治
じ

三輪精機㈱　立
たち

花
ばな

 舞
まい

社員食堂従事者（一番右が筆者）
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我が社の元気人

日産車体㈱　
製造部 車体課 溶接グループ

柴
し ば

田
た

 南
な

帆
ほ

さん

スリーエム ジャパン㈱

小
お

澤
ざ わ

 早
さ

紀
き

さん

Ｑ１　どんなお仕事ですか？
　車体ボデーの溶接品質の維持・向上を主とした業務を
担当しています。溶接検査の実施や溶接品質を改善・向上
するため、ロボットの教示操作も行っています。工程内に
は数種類のロボットがあるため、操作方法等まだまだ日々
勉強中です。

Ｑ２　仕事で楽しいときは
　溶接不具合品を後工程へ流さないことを最重点に取り
組んでいるので、後工程の品質チェックデータで良品質な
車を出荷できていると聞くと嬉しいです。また、ロボット操
作を覚えると様々な改善やプログラム作成等の業務にも
携われるので、とても楽しいです。

Ｑ3　仕事でつらいこと
　ロボットの教示操作中に、ミスをして品質不具合を発生
させてしまったときはとても悔しいです。同じような不具合
を出さないよう、再発防止策を講じて周りと連携し安全作
業を守りつつ、最善な作業手順の設定を心掛けています。

Ｑ4　これまでの仕事の中で
 印象に残っている出来事は？
　『IWS※+』という溶接不具合を検出する設備の立ち上
げです。設備を一から立ち上げる仕事に携わるのは初め
てで、普段の業務とは違ってロボット操作だけでなく配線
工事やPCでのデータ作成等、様々な知識や技能が必要
になるのでとても勉強になります。
※ IWS（Intelligent Welding System）：溶接の状態をリアル

タイムで判定する「溶接インラインモニタリングシステム」

Ｑ5　御社のPRをしてください ！
　日産車体は、日産グループの中でもトップレベルの品
質を維持し続けている会社です。お客様に良い品質の車
をお届けできるよう日々頑張っています。ホームページで
生産車の紹介を行っていますので、ぜひご覧ください。

Ｑ１　どんなお仕事ですか？
　弊社ではテープ接着剤をはじめ、研磨材やラッピング
フィルムなど様々な製品を製造販売していますが、私の
所属する事業部では主に反射材を用いた交通安全製品を
取り扱っています。入社以来、私は車両用反射材製品の担
当マーケッターとして、販売戦略の立案や販促物の制作
など販売活動のサポートに携わっています。

Ｑ２　仕事で楽しいときは
　自社の反射材を付けた車両が車体を光らせながら道路
を走っている姿を見た時です。車両用の反射材という小
さな製品ながらお客様の安全に貢献できていると感じら
れ、担当製品への愛着と同時に仕事のやりがいを感じる
瞬間です。

Ｑ3　仕事でつらいこと
　コロナ禍での入社だったので、お客様と直接お話する
機会がなかなか得られないことは自身の課題でもあり、
辛かったです。特にウェブサイトやカタログなどの制作時
には「どんなコンテンツであればお客様に満足いただける
かな、、、」と考える中で自身の経験の少なさを痛感させら
れました。これからより多くのお客様と関わりながら“生の
声”に触れることを大切にしたいです。

Ｑ4　これまでの仕事の中で
 印象に残っている出来事は？
　オンラインセミナーを初めて企画、実施したことは特に
印象に残っています。コンテンツの制作からお客様へのア
ナウンスまで準備すべきことが多岐にわたり、開催日まで
に間に合うか不安な時も多々ありましたが、参加いただい
たお客様に「参加して良かった」と喜んでいただけたこと
は自信につながりました。

Ｑ5　御社のPRをしてください ！
　5万5千もの製品をもつスリーエム ジャパンは、その多
彩な技術とアイデアで皆様の暮らしをより豊かにするイノ
ベーションカンパニーです。お客様のよき相談相手として
様々なソリューションをご提案できると思いますので、ど
んな些細なお悩みでもぜひお気軽にお問い合わせくださ
い ！

お客様に喜んで
いただけたことは

自信につながりました

数種類の
ロボットの操作方法
を日々勉強中です

トランスポーテーション セーフティ事業部
マーケティング部
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DATA FLASH

2022年4月～9月　会員生産状況概要
① 合計（非量産車＋量産車）
 ・ 4月～9月の累計台数は、前年比9.1%減と、2年ぶり

の前年割れ
 ・ 半導体不足等による部品供給遅れ等により、量産車、

非量産車共に前年を下回った
② 非量産車合計
 ・ 4月～9月の累計台数は前年比21.1%減と2年ぶり

の前年割れ。全ての車種が前年割れとなった
③ 特装車
 ・ 4月～9月の累計台数は、前年比17.8%減と2年ぶり

の前年割れ
 ・ 輸出向けは同39.1%増となったものの、輸送系は同

27.7%減、作業系・その他は同12.9%減
④ 特種車
 ・ 4月～9月の累計台数は、前年比9.7%減と4年連続

の前年割れ
 ・ その他が同10.7%増となったものの、緊急用が同

41.2%減、車いす移動車が同9.8%減
⑤ 平ボデートラック（除シャシメーカー標準トラック）
 ・ 4月～9月の累計台数は、前年比16.1%減と2年ぶり

の前年割れ　
 ・ 小型・軽は同9 .0%増となったものの、大型は同

22.3%減、中型は37.1%減

⑥ バン
 ・ 4月～9月の累計台数は、前年比29.0%減と4年連

続の前年割れ
 ・ バン（除く冷凍・保冷車）は同29.9%減、冷凍・保冷車

は同27.5%減
⑦ トレーラ
 ・ 4月～9月の累計台数は、前年比1.6%減と3年連続

の前年割れ
 ・ コンテナが同1.7%増加したものの、バンが同2.4%

減、平床が同4.5%減、その他が同2.5%減
⑧ 大中型バス
 ・ 4月～9月の累計台数は、前年比1.6%減と3年連続

の前年割れ
 ・ 路線は同5.3%増となったものの、観光は同33.3%

減、自家用は同8.6%減
⑨ 乗用・小型商用・軽
 ・ 4月～9月の累計台数は、前年比8.7％減と2年ぶり

の前年割れ
 ・ 国内向けは同14.4%減、輸出向けは同4.1%減
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トランスポーテーション セーフティ事業部
マーケティング部
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DATA FLASH

車体工業会会員生産台数の公表について
　昨今の急激な景気変動に伴う業界全体の状況をいち早く社会全体へ公表するために、
生産台数データを当会ホームページに公開しておりますので、下記サイトをご覧ください。
　https://www.jabia.or.jp/data/index.php
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お 知 ら せ

NEWS

この会報「車体NEWS」は、主として自動車車体にかかわる法令改正等の動きを情報としてとりまとめ、春、夏、秋、冬の4回、季刊発行
により関係方面の方々に毎回およそ1,700部を送付させていただいております。送付先は当工業会会員事業所他全国の大型車等
の自動車販社、各都道府県のバス、トラック協会、バス、トラックの大手ユーザー、全国の経済産業局、運輸局、運輸支局、自動車技術
総合機構、日本自動車車体整備協同組合連合会、軽自動車検査協会及び自動車関係団体となっております。

吉村製材株式会社………………………… 表2
イサム塗料株式会社 ………………… 表３対向
スリーエム ジャパン株式会社 …………… 表3
損害保険ジャパン株式会社 ……………… 表4

広告掲載会社
WINTER 2022 冬

編集後記

　簡単なリモコン操作で昇降する全自動リフターを
装備し、車両後部から車いすやストレッチャーのまま
車内に乗り込めるモデルで、主に福祉施設・病院の送
迎用、福祉・介護タクシーのニーズに応える車両。
　広い室内スペースと高いスライドドア開口を活か
し、充分な介護スペースと多彩なシートアレンジを
実現した。
　5ナンバー幅で車いす4台が乗り入れ可能な仕様
を含め、車いすの数や人数により3仕様をラインアッ
プしている。

特種部会
日産モータースポーツ＆カスタマイズ㈱製
車いす移動車

表紙写真について

編集後記

　世界的イベントである「FIFAワールドカップカタール2022」では
熱戦が繰り広げられ、日本チームの大健闘が元気、勇気、活気、感
動、そして明るさを与えてくれた。新たな景色は次回に繰り越され
たが、選手、監督、関係者の皆様に「ありがとう」をお伝えしたい。そ
して、日本サポーターの試合終了後の行動には、世界から賛辞が送
られ、胸が熱くなった。一人ひとりの行動が集結することで、もの凄
いことに繋がることを示していると感じた。
　コロナ禍が3年目を終えようとする中、日本国内では様々なイベ
ントの開催がコロナ禍以前の状況に戻りつつある。また、訪日外国
人旅行者の入国制限も緩和され、観光地での賑わいが戻ってきた
こともうれしいことである。確かに、新型コロナウイルス感染症が終
息した訳ではないが、一歩一歩の歩みが確実に前へ進んでいること
を示しているのだと思う。
　自動車関連のイベントでは、11月に日本自動車工業会が「次回の
東京モーターショーは、モビリティの枠を超えて他産業やスタート
アップなど新しい仲間も募り、新たにJAPAN MOBILITY SHOW
として開催」することを発表した。
　当会は共催団体として参画し、盛り上げていこうと考えている。一
人ひとりが自らの行動を考え、行動に移していただくことで、楽しく、
皆さんに喜んでいただける、素晴らしいショーが実現できる。「FIFA
ワールドカップカタール2022」に負けないイベントに向け、協力、支
援をよろしくお願いする。　　　　　　　　　　　　　　  （吉田）

■技術発表会のご案内 ■講演会のご案内
◆日　時 ： 2023年1月19日㈭　１4：3０～16:45
◆場　所 ： くるまプラザ会議室 ＋ Ｗeb（Ｚoom）併用
 東京都港区芝大門１－１－３０ 日本自動車会館1階
◆内　容 ： 会員各社の新技術、新製品に関する発表5件

参加費 　無料　申込み 　当会ホームページに掲載する用紙、又は会員へメール配信する用紙にてお申し込みください。
問い合わせ先 　日本自動車車体工業会 総務部 TEL 03-3578-1681

◆日　時 ： 2023年3月16日㈭　１4：3０～16:00
◆場　所 ： くるまプラザ会議室 ＋ Ｗeb（Ｚoom）併用
 東京都港区芝大門１－１－３０ 日本自動車会館1階
◆講演テーマ ： 「銚子電鉄の『あきらめない』精神に学ぶ（仮）」
　講演者 ： 銚子電気鉄道㈱　代表取締役社長　竹本 勝紀氏

2022年12月15日発行
発行所 一般社団法人　日本自動車車体工業会
 〒105-0012　東京都港区芝大門1-1-30
 TEL.03-3578-1681　FAX.03-3578-1684
発行人　吉田　量年

花木　美由紀 氏
トヨタ自動車東日本㈱　広報部主任

（小型部会）

新広報委員

業界内外に的確な情報をお伝えし
たいと思っております。どうぞよろし
くお願いいたします。
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トレーラのブレーキ・バルブ凍結による車両火災に注意

一般社団法人　日本自動車車体工業会　トレーラ部会

トラクタとトレーラのエア・タンクからの水抜き トレーラ リレー・エマージェンシ・バルブの点検整備

トラクタのエア・ドライヤの点検整備

　エア・タンクからの水抜きは、道路運送車両法で
使用者または運行する人により日常（運行前）点検
することが義務付けられており、車両を安全に運行
するために非常に重要なことです。
　エア・ドライヤを装着した車両においても水抜き
を励行し、車両の安全な状態を確保してください。
※エア・タンクから多量の水分が排出されるとき

は、エア・ドライヤの機能が低下している可能性
があります。

ブレーキ機器が凍結すると非常に危険な状態になります。凍結を防止するためにエア・タンクの水抜き
を励行すると共に、特に冬期に入る前にブレーキ機器の点検整備を行い、ブレーキ用エアに含まれてい
る水分の除去を行ってください。

　リレー・エマージェンシ・バルブはトラクタから送られたブレーキ用エアをコン
トロールし、トレーラ各輪のブレーキを作動させる重要な機能を有しています。
　ブレーキ用エアに水分や埃が含まれているとブレーキ機器の作動を妨げ、さ
らに凍結すると作動不良となり危険な状態になります。そのため、冬期に入る前
には凍結防止のため必ず点検整備を行い、水分の除去および清掃を実施して
ください。
リレー・エマージェンシ・バルブの点検整備要領
詳細については各トレーラ・メーカの取扱説明書やメンテナンス・ノートに従っ
てください。
※ブレーキ機器の点検整備は、専門のサービス工場（認証工場)で受けてくださ

い。

　ブレーキ用エアに含まれる水分は、ブレーキ機
器の潤滑油を洗い流して作動を妨げ、冬期におい
ては凍結して作動不良になる危険性があります。
これらの問題を解決するためトラクタにエア・ドラ
イヤが装着されていますが、性能を維持するため
には定期的な点検整備が必要です。
　乾燥剤やフィルタなどの交換時期等については
各トラクタ・メーカの取扱説明書やメンテナンス・
ノートに従ってください。





スリーエム ジャパン株式会社
トランスポーテーション セーフティ事業部

本社　〒141－8684　東京都品川区北品川6丁目7番29号
電話　03－6409－3388
URL　https://www.mmm.co.jp

夜間や薄暮に多発するトラックなど大型車両の事故。車両の視認性低下が原因のひ
とつとなっています｡夜間の事故防止には再帰反射材による車両マーキング（線状再
帰反射材、輪郭再帰反射材、特徴等表示再帰反射材）が不可欠です。その効果は
様々な研究報告により明らかになっています。
わが国では「道路運送車両の保安基準」でその取付要件が規定されました。すでに
欧米では多くの国々で取付要件が規定されており、義務化された国もあります。スリー
エムではこの基準に適合した（※Eマーク付）3MTMダイヤモンドグレードTMコンスピキュ
イティ反射シートと3MTM反射シート680Eシリーズを提供しています。
また、スリーエムでは従来より車体のボデーをPR媒体として活用するフリートマーキン
グシステムの概念を提案し､スコッチカルTMフィルム､コントロールタックTMプラスフィルム
およびグラフィックスを提供してきました。トラック輸送の有効性、重要性が今後さらに見
直される傾向にあります。
今こそ安全性とＰＲ効果がキーワードの車両マーキングとフリートマーキングの採用を
検討する時期です。

3MTM

ダイヤモンドグレードTM

コンスピキュイティ反射シート

3MTMダイヤモンドグレードTM

コンスピキュイティ反射シート

3MTM反射シート680Eシリーズ

スコッチカルTM フィルム
コントロールタックTMプラスフィルム



日本自動車車体工業会
 団体ＰＬ保険制度・

団体リコール保険制度

生産物賠償責任保険 生産物回収費用保険

自動車メーカーだけではなく、車体メーカー、部品メーカーも責任を問われる時代です。

随時加入申込受付中

車体工業会会員の
皆さまのための
専用の保険制度。

スケールメリットを
生かした割安な
保険料。

貴社のPL対策・
リコール対策を
サポートします。

制度の趣旨

お気軽にご相談ください

■（一社）日本自動車車体工業会の会員の皆さまのためのPL保険制度です。
■PL保険制度はPL事故および架装等が原因で生じた賠償事故の損害に対応します。
　車体工業会のスケールメリットを活かした制度で多くの会員の皆さまにご利用いただいております。
■リコール保険制度もぜひご検討ください。
■この広告は概要を説明したものです。 詳しい内容については、取扱代理店または損保ジャパン営業店までお問い合わせください。

取扱代理店： 

TEL. 03-5623-6455　FAX. 03-5623-6488
ご相談用メールアドレス：jabiahoken@wiseman.gr.jp
引受保険会社：
〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1　損害保険ジャパン株式会社 営業開発部第一課
TEL. 03-3349-3322　FAX. 03-6388-0155

SJ22-08754　2022/10/11


